

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話







　宮みや本もとサクラは大おお神がみヒカルとお風呂に入っている。





　　　　†






「……なぜこうなった？」

　サクラは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　見上げる天井はお風呂場のそれ。

　ぽちゃり。湯気の結露が、眼鏡を外した顔に落ちる。

「なぜ、と問われれば」

　サクラと並んで湯船に入っているヒカルが答える。




「最初はいつもの花嫁修業だったんだよね。でもサクラは相変わらず家事がへたくそで」

「悪かったわね。自慢じゃないけど根っからの家事オンチなの。ちょっとやそっと訓練したぐらいじゃ直らないわよ」

「で、三姉妹がいつもみたいに囃はやし立たてて」

「あいつら性格悪いのよ、人の弱みをネチネチとさ。しかも三人がサラウンドでしゃべってくるから、こっちもついイラっとしちゃうっていうか」

「それから『家事以外でサクラにできることは何か』って話になって」

「あたしだってやれることはあるわよ。子供じゃないんだし」

「結果、お風呂で僕の背中を流すぐらいならどうにか、ってところに落ち着いたわけだ」

「いやおかしいでしょ!?　明らかに飛躍があるんですけど!?」




　サクラはわめいた。

　わめいた拍子にヒカルへ向き直る。

　向き直ればお互いの姿が目に入る。

　お風呂なので裸だ。日本のお風呂は水着ＮＧ。これ常識。

　あわてて身体からだごと目をそらす。考えるより先に行動するのは悪いクセだ。悪いと思っていても直らない。家事と同じく簡単に改善できるなら苦労しない。




「返す返すもなぜこうなった……」

「まあサクラってそういうところあるよね。おだてられたり挑発されたりすると、つい変なテンションになっちゃって、後で振り返ったら『なぜあんなことを？』みたいに後悔するの。昔からよくあるパターン」

「ですよねー！」




　サクラは頭を抱えた。

　事実すぎて一言も返せない。




珂か子こ「お風呂でヒカルさんのお背中を流すのはどうかしら？」

依い真ま「お姉さま天才ですわ。ヒカル様のお背中を流すのは、妻たる者の務めですものね」

美み來らい「ヒカルお兄ちゃんも喜ぶよねっ、ぼくたち三姉妹が背中を流すよりも！」

サクラ「え、いやそれはちょっと……」

珂子「まあサクラちゃんには無理でしょうけど」

美來「まあサクラさんには無理ですわね」

美來「まあサクラお姉ちゃんには無理だよねー」

サクラ「[image: ][image: ]ん!?　背中流しがナンボのもんじゃい！　やるわよやってみせるわよ！」

珂子「さすがサクラちゃんだわ！　じゃあさっそくお風呂へ行きましょう♪」

依真「おあつらえ向きにお風呂の準備は整っていますわ。ささ、ヒカル様とお二人で♪」

美來「当然ふたりともすっぽんぽんでね！　だってお風呂だし♪」

サクラ「え、あ、うん。……え？　マジで？」




　あとは流れるまま、されるがまま。

　とんとん拍子で話が進み、気づけばヒカルとお風呂に入っていた。

　何を言ってるのかわからない？

　それはサクラも同じだ。だが困ったことにすべてノンフィクションでお送りしています。




　ともあれそんなこんなで。

　宮みや本もとサクラは大おお神がみヒカルとお風呂に入っている。




「……いやでもやっぱりおかしくない？」

「なにが？」

「ここに至るまでの流れは納得いったけど。いやいってないけど。ヒカルは何で平然とした顔してんのよ？　もっとあわてたり拒否ったりしなさいよ。それが健全な十六歳の男子高校生にあるべき姿ってもんでしょ？」

「健全だからこそ受け入れてるんだけどなあ。だってサクラの裸はきれいだから」

「あぐが」




　思わず変な声を出すサクラ。

　何度もくり返されたパターンだが、彼女はこれに弱い。




「色は白いし、お肌がつやっつやだし」

「ちょ、こっち見るなってば！　見たら目つぶしするからね!?　指つっこんでぐりぐりえぐるからね!?」

「あはは、そんなことしたら僕は目が見えなくなっちゃうよ。とにかくサクラはきれいなんだから、もっと堂々としてればいいと思うな」

「いやそういう問題じゃなくてさ！　そもそもあたしらが一緒にお風呂入ってること自体がおかしい、って話をしてるんであって！」

「じゃあお風呂出る？」

「それはそれで癪しやくなの！　あとで三姉妹からいろいろ言われるのわかりきってるし！」

「だったら腹をくくろうよ。じたばたしても始まらないんだから」

「あーもーはいはい、正論ありがとうございますぅ！　ヒカルのおっしゃる通りでございますぅ！」




　キレ気味に会話を打ち切るサクラ。

　ヒカルは「あはは」と笑って怒りもしない。北欧神話の大たい神しんオーディン、その生まれ変わりたる器の大きさなのかもしれないが、今はその冷静さが疎ましい。




（あーもー！　ホント腹立つ！）




　じゃぼん！

　顔の下半分をお湯に沈めるサクラ。

　思えば苦難の連続であった。

　ある日突然やってきた三姉妹によって、日常は粉々に破壊されて。

　北欧神話の女神、ウルズ・ベルザンディ・スクルドを名乗る彼女たちの、倫理観のぶっ飛んだ生活に常識が浸食されて。

　晴れてヒカルと恋人として付き合うことになったものの、三姉妹に振り回される毎日は少しも変わらなくて。

　挙げ句この有様である。さすがは女神と言うべきなのか、三姉妹が操る言霊の影響力は思いのほか強く、つい彼女たちの思惑どおりに動いてしまうのだ──というのは他ならぬサクラの談。




　なんにせよピンチである。

　この窮状、果たしていかにして切り抜けるか？

（……要するに見なきゃいいのよ、見なきゃ）

　ヒカルは目をつむる。

　サクラも目をつむる。

　こうすれば裸だろうとお風呂だろうと関係ない。

　平凡な日常と何ら変わらず、ふたりはクリーンな状態のまま、全身の洗浄を済ますことができる。

（そうよそうよ。それで問題は解決なのよ）

　考えてみれば簡単な話であった。

　年ごろの男女が一緒にお風呂に入る、その表面上のセンセーショナルさに目がくらみ、本質を見失っていた。

　あせる必要はない。あわてる必要もない。

　平常心を保てばよい。心頭滅却すれば全裸も着衣も何ら変わるまじ。

　というわけでさっさと身体からだと頭を洗ってしまい、お風呂を出てしまうに如しかず。そうと決まれば善は急げ、目さえ閉じていれば問題ないのだから、どちらが先でもいいから湯船を出て作業を始め──




「じゃあサクラに僕の背中を流してもらうから。湯船から出ようか」

「ちょ、なぜそうなる!?　あたしの綿密な計画が台無しなんだけど!?」

「いやだって、そもそも僕の背中を流すのが目的でしょ？　こうしてお風呂に一緒に入ってるのは」

「そうでした─────────っ！」




　一生の不覚。

　解決策を必死こいて探すあまり、問題の本質を見失っていたようだ。




「いやでも待って！　ちょっと待って！」

「えー？　これ以上まだお湯に浸つかってるつもり？　そろそろのぼせちゃうよ」

「ええとその──そう！　あたしがヒカルの背中を流すのってさ、いつも三姉妹がやってることと同じじゃない!?　その行為をいつもハレンチだフシダラだって文句付けてるあたしがやるのは、本末転倒だと思うのよ！」

「えー？　でももう決めたことだしなあ。今さらやめたら、それこそ三姉妹から非難ごうごうだと思うけど」

「だったらこうするのはどう!?　あたしがヒカルの背中を流すんじゃなくて、ヒカルがあたしの背中を流すの！　もちろん目隠しをして！　これならいいでしょ!?」

「うーん、サクラがそれでいいなら問題ないけど。……じゃあ目隠しするよ、タオルをこうして顔に巻いて──はい、これでいいよね？」

「う、うん……いやまあ見えてはいないにしても、やっぱハダカでお風呂に入ってるっていうシチュエーション自体に問題ありすぎて、ぜんぜん緊張は解けないですけどね……」

「じゃあサクラ、お風呂からあがってお風呂椅子に座って」

「あ、うん（ざぶん）」

「いやー、目隠しでお風呂に入るのって変な気分だなあ。自分ちのお風呂だけど、どこに何があるのかぜんぶ手探りだもんね。……ええとじゃあ、まずはせっけんとスポンジで泡を立てて、っと……」




　ごしごし、ぶくぶく。

　何やら作業をする音が背中から聞こえてくる。

　そしてサクラは冷静になってきた。




（あたしは何を言っとるんだ……？）




　よくよく考えてみれば、だ。

　こっちの方がハードルが高いではないか。

　だって男の子が女の子を洗うのである。

　男の子が女の子の肌に触れるのである。

　そんな状況、普通じゃありえないのでは？

　もはやサービスではなく、ある種のプレイと呼んで差し支えないのでは？




「じゃ、そろそろ洗うよー」

「や、ちょ待──」




　ふわり。

　背中に泡の感触。

（ひゃわっ!?）

　びくんと震えるサクラ。

　彼女は敏感な方だ。友人の長なが沢さわタクミから身体からだをくすぐられて、艶なまめかしい声をあげてしまうこともしばしば。そんな人間が背中を流してもらうなど自爆にもほどがあるが、悲しいかな自爆こそが宮みや本もとサクラのお家芸だったり。




「よいしょ、よいしょ」

「……！　──っ！」




　意外と真面目に背中を洗うヒカル。

　彼の手が動くたびに声が出るのを耐えるサクラ。

　もはやサービスではなくある種のプレイ以下略。




「さらにごしごし、ごしごし、っと」

「ひゃうわっ!?　ちょ、もうダメ──っ！」




　負荷の限界。

　耐えに耐えてきたお口のチャックが外れ、あられもない声が出てしまう。

　そしてとびきり間が悪いのが宮本サクラなのだ。「ダメ──っ！」の瞬間に身体をよじり、よじった勢いで手を振り回し、振り回した手がヒカルの顔に当たる。

　ヒカルの顔にはタオルが巻かれている。

　彼から視界を奪っているタオルだ。お風呂に二人で入って背中を流すという、ぎりぎりのシチュエーションを成立させている命綱だ。

　そのタオルが外れた。

　外れれば、ヒカルの目の前に広がるのはフリーダムな映像である。

　泡だらけの裸身をさらした、サクラのあられもない姿がある。




「──公約どおりの目つぶしッ！」




　ぐさっ。




　大おお神がみ家のお風呂場に悲鳴が響く。





　　　　†






「……やりすぎましたごめんなさい」

「あっはっは、いいっていいって。ちゃんと僕の目も生きてるし」




　お風呂の後、大神家のリビングで。

　サクラはヒカルに平謝りしていた。




「いやホントすいません。元はといえばあたしのせいでヒカルを巻き込んで、あたしのせいでヒカルのタオルが外れたのに。完全な逆恨みというか、とばっちりでした。この通り、額をこすりつけて許しを請います……」

「いいよいいよ。サクラのそういうところ、いつものことだし」

「……その評価をもらうのはあたし的に極めて不本意なんだけど。今は何も言う権利がないので黙ります」

「それにサクラの裸が見れたからね、役得だよ。目つぶしぐらい安いもんだ。何なら毎日でも構わないよ僕は、あはは」

「……あんたのそういうところが！　あたしが思わず手を出しちゃう主な理由だと思うんですけど!?」

「はいはいサクラっち。目つぶしのポーズで身構えるのはやめるし」




　仲裁に入ったのはノルンだ。

　珂か子こ、依い真ま、美み來らいの三人が合体した姿。北欧神話における時と運命の女神。

　見た目もしゃべりもギャルっぽい彼女は、就寝前のスイーツ──ハーゲンダッツのアイスクリームにスプーンを入れながら言う。




「サクラっちはホント進歩がないっていうか。せっかく自然な流れでヒカルっちとお風呂に入ったのに、ろくにエロいこともせずに出てくるとか。むしろエロとは真逆の傷害事件を起こす始末とか。さすがのウチも呆あきれて物が言えない的な」

「そ──そんなこと言われてもしょうがないし！　突発事態だったから情状酌量の余地はあると思うんだけど！　たぶんだけど！」

「サクラっちはヒカルっちのこと好きっしょ？」

「す──好きよ、そりゃもちろん！」

「正式にお付き合いしてるし、プロポーズだってされてるっしょ？　ご両親だって反対してないっしょ？」

「そうだけど！　だから何!?」

「いやありえないっしょ。マジで意味フ」




　首を振るノルン。

　アイスは彼女の好きなストロベリー味だが、スプーンをくわえた表情はひどく苦い。




「これだけお膳立てされて、なんで前に進まないかな的な。普通の高校生だったらとっくにヤることヤってる的な」

「ヤ、ヤることって何よ、ヤることって!?」

「中学生、いや小学生だったとしても、最低限キスは済ませてるでしょっていう。残念ながらサクラっちは幼よう稚ち園えん児じなみにしか進んでないと言わざるを得ない、的な」

「幼稚園児ってことはないでしょ！　こうみえてあたしスタイルいいし！　ほらこの腰のくびれとか！　胸だってけっこうあるよ！　ほらほら！」

「ご立派なモノ持ってても使えなきゃ意味ないし。むしろ持ってるのに使わない方がタチ悪い的な」




　ノルンはため息。

　それから意を決したように言う。




「ＯＫわかったし。じゃあこうするし」

「こうするって、なによ……？」

「ヒカルっち」

「うん」

「ウチと　子・作・り　するし♡」

「よーし。僕、がんばっちゃうぞー♪」

「ちょっと!?　なにその流れ!?」

「わかりやすくショック療法だし。ウチとヒカルっちが組んずほぐれつエロいことしてれば、さすがにサクラっちも黙ってられないっしょ？　対抗心を燃やして重い腰を上げるのは確実みたいな」

「いやいや待ってよ！　そういうの良くないと思います！　あたしとヒカルは正式に付き合ってるんだから、ぬけぬけと目の前で横取りするのはＮＧ！」

「何度も言ってるけどウチらにも事情がある的な」




　ぱくっ、ぺろり。

　しれっとした顔でハーゲンダッツを舐なめるノルン。




「ヒカルっちに封印されてるオーディン様の復活、これが何より優先される目的だし。でもってそのためにはヒカルっちの煩悩を解放する必要がある──って話は何度もしてる的な？　そろそろ説明する必要もない的な？」

「それはわかってるけど！　でも正直あたしに関係なくない!?　ヒカルだってオーディンだった時の記憶はないんだから、やっぱり関係ないと思うんですけど！」

「それがそうでもない的な。オーディン様が復活してくれないと滅ぶから、この世界」

「……は!?」




　寝耳に水。

　目を点にして、サクラはノルンの様子をうかがう。

　わけのわからん女神ではあるが、しょうもない嘘うそをつくヤツではない。しれっとした顔で大事なことを言う、むしろそんなタイプに思える。




「……えー何それ。ちょっと引くんですケド」

「ウチらが現界してるのはお遊びじゃない的な。むしろお遊びで神が現界してたら世の中の秩序が保たれないっしょ」

「いやー。割とこっちの生活を楽しんでるように見えるけどなー、あんたたちって」

「まあ『それはそれとして』ってやつだし♡　だって暗い顔して人生送ってても仕方ないっしょ？　厳しいミッションだからこそ前向きに、笑顔で取り組まないと」

「……まあわかるけど」

「というわけで早くオーディン様に復活してもらいたいし。具体的にはあと一年以内に。そのタイムリミットが過ぎると世界が滅ぶ的な」

「唐突だなオイ！」

「一年っていうか半年？　もしくは数ヶ月ぐらい？」

「おまけにアバウトだなオイ！」




　突っ込みが追いつかないサクラだった。

　元より訳のわからんことを言い出す神だったが、まさかこれほどとは。

「いやでもマジ？　マジなの？」

「世界が滅ぶ話？　もちろんマジだし」

[image: ]

「いやー。でも実感湧かないっていうか……」

「この時点で実感が湧いてたら、サクラっちの頭はマジヤバだし。オカルト雑誌とか読んで真に受けるのと同じレベルだし」

「まあねー。そうよねー」

「いまの話聞いてサクラっち、やる気出た？」

「いや無理っしょ……オカルト雑誌と同じレベルの話なんだから……」

「おっけー。じゃあヒカルっち、やっぱ子作りしよっか♡」

「はーい♪」

「いやいや!?　だから何でそうなる!?」

「だって世界が滅びちゃうし。その前にオーディン様の封印を解きたいけど、サクラっちはアテにならないからやむをえず的な？」

「いやおかしくない!?　ぜったい何か間違ってる！」

「じゃあウチの代わりにサクラっち、ヒカルっちと子作りする？」

「あほかー！　そんな話は納得できーん！」

「ヒカルっち子作りしよ♡」

「はーい♪」

「だから何でそうなる!?」




　全力で否定するサクラ。

　わめきすぎてだんだん声が枯れてきた。




「しょうがないなー。じゃあこうしよう的な」

　やれやれと首を振るノルン。

　そしていかにも渋々、といった態ていで提案する。

「サクラっち、今日から大おお神がみ家で暮らすといい的な。いわゆる同どう棲せいってヤツ。あー大丈夫、あくまでもお試しの同棲だから。今さらご両親に断ったりする必要はないし、大がかりな荷物を持ち込む必要もないし？　まあ言うなればちょっと長めのお泊まり会？　ぐらいのテンションでやってくれればいいっていう。そもそもサクラっちはヒカルっちの隣の家に住んでる幼なじみだし、別にハードルの高い話じゃないっしょ？　ていうかこの間は同じお布団に入って一晩過ごしてたし、そもそも花嫁修業で大神家に出入りしてる立場だし、むしろ事実上すでに同棲してると言っても過言じゃない的な？　というわけでＯＫ？　話は理解できた？　むしろあくまでも事実を追認するだけのプロセスだってことを呑のみ込こんでくれたし？　おーけーおーけーじゃあ決まりだし！　ヒカルっちとサクラっちは今日から同どう棲せいを始める間柄ってことで！　ヨロシクのシクヨロ的な！」





　　　　†






　というわけで。

　そういうことになった。





　　　　†






「──はっ!?　何か勢いに押されてマズい展開になってない!?」

「あっはっは。流されやすいなあサクラは」

「あんたにだけは言われたくねえええええええええ！」




　ふたりの行く末やいかに。





第二話







「前から思ってたんだけどさー。サクラってアホなんじゃね？」

「返す言葉もありません……」




　その日、学校帰りの放課後。

　サクラとタクミはコーヒー屋でお茶をしている。




「流されやすいっていうか自主性がないっていうか。頭いいつもりで実際は考えナシっていうか。挑発されるとすぐ引っかかるし、おまけに何度やらかしてもこりないし」

「返す言葉もありません、ハイ」




　今朝方の出来事を話して聞かせると、予想どおりの反応がきた。

　私立大たい樹じゆ学園高等部に入学してからできた友人、長なが沢さわタクミ。

　身長１７０センチ、肉食系バレー部員の彼女は、サバサバした見た目どおりにバッサバッサと斬り捨ててくる。




「前も言ったけどさー、サクラってぜったい男にだまされるタイプだから。オマエみたいに『実はあたしってけっこうイケてる』とか内心で思ってるヤツほど、いざって時はやらかすんだよなー」

「ハイすいません……あたしはホント駄目な女です……」

「むしろここまでよく生きて来られたよなー。どっかのスラムに生まれてたら、今ごろとっくに売り飛ばされて、売春宿で客取らされてるタイプだわ。しかもヒモ男にいいように転がされて『あたし彼のためにがんばる♡』とかバカなこと言ってそう」

「うぐぐ……そこまで言わなくても……」

「ここまで言っても性懲りなく似たような失敗をやらかすヤツが、たまにいるんだわ。ウチの目の前にいる三つ編みメガネ女とか」

「が[image: ]ずごどば[image: ][image: ][image: ][image: ]ぜ[image: ]」




　血涙を流さんばかりのサクラだった。

　これは彼女にとっての罰である。

　性懲りもない自分を戒めるためには、こうしてムチ打つしか手はあるまい。




「ま、でもいいんじゃね？」

　タクミは言う。

　フラペチーノのストローに口を付けて、

「いいように振り回されてるのは確かだけど、大おお神がみヒカルとの仲は進んでるわけっしょ？　お風呂入るにしても、同どう棲せいするにしても」

「まあ……そうね。進んでると言えば進んでるよね、確かに」

「だったら結果オーライってことで。十ン年幼なじみやっててなーんも進展がなかったのに、ここへきて急に色んなイベントが起きてるわけじゃん。タナボタよ、タナボタ。前向きに考えりゃいいじゃないの」

「うーんそっか～……そうかなあ……まあでもそっか、そうよね！」




　うむっ！

　力強く頷うなずくサクラ。




「確かに結果オーライかも！　ヒカルとこれからずっと一緒に居られるのって、考えてみれば美お味いしい話だし！　これから先は三姉妹に振り回されないようにすればいいだけの話だし！　いきなり子作りとかはあり得ないけど、順序よく段階を踏んでいくならあたし的にも大歓迎だし！　お風呂もまあ水着で入るぐらいなら許容範囲よね！　よーし、そうと決まれば元気出てきたぞう！　がんばれあたし！　負けるなあたし！」




　えいえいおー！

　コーヒー屋の片隅で、自分を鼓舞するサクラだった。




（……切り替えの早さはコイツのいいところだよなー）

　ストローをかじりながらタクミは思う。

　この単純さ、割り切りのよさ。

　ここまですっぱりスッキリしてると、見ていてちょっと気持ちがいい。

　逆に言えばそれゆえに流されやすくもあるのだろうし、バカっぽさも際立つのだが。

　でもさらに逆に言えば、裏表のないそのバカっぽさこそ、宮みや本もとサクラを構成するプラスの要素になっているという──なんとも皮肉な結論。




「なあサクラ」

「え、なーにタクミん？」

「オマエのその切り替えの早さって、ウチはとてもいいと思うよ」

「えっ？　ちょっと何いきなり」

「いや別に。フツーにそう思ったから口にしてみただけ。サクラの切り替えの早いところって、いいよな」

「ちょっ、やめてよいきなり真顔でホメるの。照れるじゃん」

「だってホントのことだしな。オマエのそういうところは宝だよ。隣で見ててなんか気分いいよ」

「やーめてってばあ」




　照れ照れ。

　あひゃうひゃ言いながら、身もだえするサクラだった。

　その顔は真っ赤。ポーズでなく本気で照れているのだ。

（……こんな素直に反応するヤツ、他にいるか？）

　いいや居ないだろう。

　タクミは心の底から感心する。

　呆あきれるほど単純で、腹立たしいほど調子乗りで、しかし何と微笑ほほえましい。

　これで恋には純情で一いち途ずなのだ。可愛かわいくなければウソだろう。

　支えてあげたいと思えてくる。事実、誰かが支えていないと躓つまずきそうな危うさも持ち合わせている。

　その役目を担うのは本来、大おお神がみヒカルなのだろうが。

（ビミョーに気にくわないんだよな、それって）

　サクラの反応に内心で微笑みながらも、モヤっとするタクミなのだった。




「よーし！　なんか褒めてもらって気分いいから、あたしオゴるよ！　ケーキとか食べちゃおうぜ！」

「そういうところだぞオマエ、ヒモに騙だまされそうなところって。いいよ、自分で買うからオマエも何か買え。大神ヒカルをどうやってオトすか作戦会議だ」

「あー……あたしもできればそうしたいんだけど」

　とたんに気まずそうにするサクラ。

　タクミはそれですぐに察する。

「あー。今日は『バイト』の日か」

「うんゴメン。コーヒー飲み終わったらそろそろ時間だから、ケーキまで食べてる余裕はないかも。だからあたしの代わりにタクミんが食べてって？」

「いいのかよ？」

「いーのいーの、あたしこう見えて意外と稼いでるから。いろいろ話聞いてもらってスッキリしたし、そのお礼ってことで！」




　そういうことなら、と頷うなずくと同時に、やっぱコイツはヒモを飼ってるキャバ嬢みたいだ、と思うタクミなのだった。

　無邪気で毒がないだけにかえって危なっかしい。

　やはり誰かがサクラの面倒を見なければならないのだろう。

　それは本来なら大おお神がみヒカルの役目である。だが『本来ならそうだ』からといって『現実にそうなる』とは限るまい。

　すっかり心を許している同性の友人にその役目が回ってきたとしても、何ら不自然ではないはずである。




「……やっぱ食っちまおうかなー」

「え？　何か言ったタクミん？」

「いーや何も。ほれ、早くコーヒー飲んじゃいな。バイト遅れるぞ」





　　　　†






　一方そのころ。

　同じく学校帰りの放課後。




「もう同どう棲せい始めるって、早っ！」




　藤とう堂どうライタが驚きよう愕がくしていた。

　近場の商店街にある穴場のお好み焼き屋さん、ヒカルとふたりである。

「自分ら、ついこないだ付き合い始めたばかりやんけ。それで早くも同棲やて？　オレはついていかれへんわ……最近の若者は進みすぎとるわ……」

「言うほど進んでないよ。まだ身体からだの関係はないし」

「そうなんか？　でもキスぐらいはしとるやろ？」

「んーん全然」

「せやかて手ぇぐらいは繋つないだんやろ？」

「いやー。まだ繋いだことないなー」

「……自分らそれ、ホンマに付つき合おうとるんか？　同どう棲せい以前の問題やないか？」

「あ、でも同じベッドでは寝たよ」

「ハァ!?　何でやねん!?　手も繋いでへんのに何でそこへ一気に飛ぶねん!?」

「あとお風呂には一緒に入ったかな」

「いやホンマ何でやねん！」




　理解不能、という顔でツッコミを入れるライタだった。

　実際のところ理解不能だろう。ノルン三姉妹のノリと、サクラの乗せられやすさ、そして『ファラオっぽい』ヒカルの大らかさ、お互いの両親の不干渉など、様々な要素が噛かみ合あって生まれた状況なのだ。

　普通はめったに起こらない。

　むしろ常識的に考えて起きる可能性はゼロだ。

　それが本当に起きてしまうのだから、まったくもってタチが悪い。




「本気でついていかれへんわ……東京は恐こわいところやで……」

　ぶつぶつ言いながらお好み焼きを切り分けるライタ。

　本日のメニューは王道の豚玉、三百九十円也なり。高校生の財布にやさしいお店。

「で？　実際どないやねん？」

「どないやねんとは？」

「ヒカルとサクラちゃん、自分らの付き合いかたって明らかにヘンやんか。順序ちぐはぐになってもうて、この先はどないすんねん？　このままやと場合によっちゃ、付き合いが長くは続かん、ってことになりかねんのやないか？」

「…………」

「何や。意表つかれたみたいな顔して」

「ライタくん」

「おう」

「君って関西ノリでチャラくて軽いけど、見るべきところは見てるよね」

「当たり前や、オレを誰や思てんねん。地元じゃ恋愛マスターで鳴らしとったし、男女問わず色んな相談を受けとってん。どない厄介な恋愛問題でもたちまち解決、藤とう堂どう大明神とはオレのことやっちゅうねん」

「ライタくん」

「おう」

「君のそういうところが、恋愛マスターなのにいまいちモテない理由なんじゃないかな」

「──クリティカルヒット！」




　胸を押さえてのけぞるライタ。オーバーアクション。

　モテなくても流儀を変えない、それが彼のいいところ。




「で？　実際どないやねん？」

「えーと僕はね、いつだって自分の意思を尊重してもらいたいと思ってるんだよ」

「ふむ？」

「いつだってやりたいことをやりたい、自分が思った通りに生きていたい。だから僕以外の人たちの考えも大事にしたい」




　三姉妹が『大おお神がみ家で暮らしたい』と言えばできるだけ力になる。

　ヒカルとサクラを結びつけたいと言うのなら、それも歓迎する。

　あるいはサクラが肉体関係は『まだ』だと言うのなら、あくまでも『まだ』なのだ。

　急ぐつもりはない。じっくりゆっくり、納得のいく形で進んでいけばいい。

　たとえ世界の滅びが間近に迫っていても。

　サクラとの関係を、不本意なものにするつもりはないのだ。




「せやけど自分」

　豚玉に青のりをたっぷりかけて、ライタ。

「結局それって、中途半端のどっちつかずになるんとちゃうか？　『自分も周りも尊重する』って、政治家のお題目やったら聞こえもええやろけど。周りと意見が食い違って、それでも妥協を重ねて進んでいくのが人生や。通りがええ言葉を並べとるだけやと、この先どっかで行き詰まることになるで」

「ライタくん」

「なんや」

「やっぱ鋭いよ君」

「恋愛マスターやからな。この手のご相談はお手の物やねん」

「僕はさ、『二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず』って言葉が好きじゃなくてさ。二兎も三さん兎とも追って、ぜんぶ手に入れて、それで初めてカッコイイと思うんだよ。少なくとも可能性が低くなるから、という理由で最初から二兎を追わないのはどうかと思うんだ」

「なーるほど。むしろその程度で諦めがつくんなら、初めから大して欲しうもなかった、ちゅうことも言えるわな」

「うんうん。ライタくんいいこと言った」

「せやけどそれもまた通りがええ言葉、ってことになるんとちゃうか？　成功して、なおかつ成功に至るまで努力を絶やさなかったヤツだけやと思うで、そのセリフを口にできるのは」

「ライタくん」

「なんや」

「鋭い上に厳しいところ突いてくるね」

「甘いだけじゃ恋愛マスターは名乗れんわ」

「流されてるだけに見えるかな、僕？」

「いいや、そういうのとはちゃうな自分は。なんちゅうか、何でもかんでも徹底しとるように見えるわ。せやなかったらファラオっぽくはならん」




　あむっ。

　ここまでしゃべって、ようやく豚玉をひとくち。

　しゃべりが達者、黙っていればけっこうイケメンな藤とう堂どうライタは、ひどい猫舌だった。

　そういうところがカワイイ、と一部の女子から評判なのだが、その手のモテには一向に興味がないあたり、彼が二枚目になりきれない所以ゆえんであろう。

　モテるべきところでモテを拾う。それが真のモテ道だろうに──とヒカルなどは思うのだが。




「たとえばさ、みんながお風呂で僕の身体からだを洗ってくれるっていうなら、喜んで洗ってもらうのがいちばんだと思うんだよ。しぶしぶ洗ってもらうより、その方が相手も喜んでくれるわけだし。それもまた相手の意思を尊重する、ってことになるんじゃないかな？　まあ尊重する以前に大歓迎なんだけどね」

「ちょっと待て何やねんその話？」

　かくかくしかじか。

　ヒカルは大おお神がみ家の事情を話して聞かせる。

「……なあヒカル」

「うん」

「お前は世の中に存在するあらゆる男の敵や」

「心外だなあ」

「オレにも紹介せんかい！　シスターズとオレもお近づきになりたい！　アタックするまでもなくサクラちゃんにフラれたオレに救いの手を！」

「うんいいよ」

「そこであっさり頷うなずくところはポイント高い！　自分はホンマ、神様みたいなやっちゃな！　わはははは！」





　　　　†






　長なが沢さわタクミと藤とう堂どうライタ。

　彼らもまた、北欧神話にまつわるドタバタ劇に、少なからず関わる主役のひとりとなっていくのである。





第三話







　物語の舞台について語る。





　　　　†






　大おお神がみヒカルと宮みや本もとサクラが住む町の名を、大たい樹じゆ町ちようという。

　東京近郊、都心から電車で一本。宿場町として発展した歴史ある町だ。

　ほどほど都会で、ほどほど田舎。

　再開発で誘致した大型ショッピングモールもあれば、いまだ活気を残す商店街もある。

　社長や地主の住む高級住宅も建つし、築五十年で家賃二万円の安アパートも生き残る。

　流行のカフェチェーンが並ぶ通りの裏に、ひっそりと小さな畑が耕される。

　新旧が入り混じり、老いも若きも息づく、ごった煮の町。それが大樹町だ。





　　　　†






　商店街の中ほどに評判の青果店さんがある。

　桃もも山やま商店。

　安くて新鮮、三代目は威勢よく気前よく、女将おかみは笑顔おだやかで人当たりがいい。大手スーパーの野菜売り場を差し置いて地元の一番人気、テレビや雑誌でもしばしば取り上げられる繁盛店だ。




　そんな店に生まれたひとりっ子。

　桃山アキラ。中学一年生。

　大人からは遠い、さりとて子供とも呼びきれない。どこにでもいる多感な若人のひとりだ。両親から聞く言葉はすべてお小言に聞こえるし、両親が買ってきたパンツは絶対に穿はきたくないし、返事は「ハイ」よりも「ウザイ」が多くなった。

　思春期の入り口、反抗期のまっただ中。

　いずれ店を継ぐプレッシャーにうんざりしつつ、今日も店番に立っている──のだが。




　近ごろは少し、風向きが変わってきた。





　　　　†






「こんにちはアキラさん♡」

　声を掛けられて振り返ると今日も来た。

　新しくできた常連客──近ごろ引っ越してきたと思おぼしき美女である。

「いらっしゃいまひぇ！」

　声が裏返った。

　なぜならこの美人さんは美女すぎる。

　商店街の八百屋さんに足を運ぶには、あまりにもオーラがありすぎる。

　親から言いつけられてしぶしぶ店番をやってるだけの中学生には、ちょっと刺激が強すぎるのだ。

　名前はカコさん、と言うらしい。

　父から聞いた。その名前を口にする時の父の顔は、思い出すとウンザリするぐらいにだらしないものだった。

　もっともアキラも人のことは言えない。気をつけていたつもりなのに、今日もバッチリ声が裏返ってしまった。




「何かオススメのお野菜あるかしら？」

「はいっ、今日は大根がオススメですっ！」

「見せてもらえる？」

「はいっ、こちらです奥様！」

　鏡を見なくてもハッキリわかるくらい顔がこわばっている。

　それだけ緊張すればミスも犯す。カコさんは「あら」と微笑ほほえんで、

「わたし結婚してるように見える？」

「えっ？　あっ──失礼しましたっ」




　つい普段の接客グセが出てしまった。

　でも仕方ないのだ。なぜならこのカコさん、あまりにも『若奥様』という表現がふさわしすぎる。その物腰、その色気。長い髪を手で抑える仕草の艶なまめかしいこと。繰り返すが中学一年生には刺激が強い。半径一メートル以内に近づいたら正常ではいられない。




「すいませんその、そんなつもりじゃ……」

「あらいいのよ。それだけ大人びて見える、ってことだもの。気にしないで」

「カコさんはキレイだと思います！」

「ありがとう♪　じゃあこちらの大根を一本ちょうだいな。それからタマネギも欲しいのだけれど」

「はいこちらです！　案内します！」

「いい子ねえアキラさんは♡」




　そう言ってカコさんは頭を撫なでてくれた。

　たちまちアキラの顔が真っ赤になる。一瞬にして興奮が有頂天。調子に乗ってつい代金を半額にしてしまいそうだ。

　それにしてもなんてやさしい人なんだろう。

　案内がてら横顔を盗み見するのだが、肌のキレイさといい、顔のつくりといい、まったくもってうらやましい限りだ。若さでいえば中学一年生に分があるだろうに、カコさんの美しさは年齢では測れない何かがある。

　ひとことで言って女神だ。

　一体こういう女性は、家でどんな暮らしをしているのだろう？　きっと見た目の印象どおり、清せい楚そでお淑しとやかな日々を送っているに違いない。艶っぽいけどエッチなことは想像がつかないというか。だって女神だし。




「じゃあねアキラさん。また来るわね」

「ぜひ毎日来てください！　毎度ありです！」




　カコさんの後ろ姿にぶんぶん手を振る。

　末永く常連さんでいてほしい。そう願うアキラなのだった。





　　　　†






　また別のとある日のこと。




「アキラ様、ごめんくださいな」

「あっ、いらっしゃいまひぇ！」




　またしても声が裏返ってしまうアキラである。

　だがそれも仕方ない。なぜならこの日のお客さんも、とんでもなくキレイな常連さんだったので。

「今日もお野菜をいただきますわ。オススメを教えて頂けます？」

「お任せください！　イマさんのために心を込めて選びます！」

「まあ頼もしい♪　よろしくお願い致しますわね」

　そう言って常連さん──イマさんは、とても高貴ノーブレスな感じで微笑ほほえむのだった。

　商店街を歩くよりも、ヨーロッパの古城で紅茶でも嗜たしなんでいる方が似合いそうな彼女は、カコさんの妹であるという。

　姉妹そろってまぶしすぎる、とアキラは思う。

　イマさんは特にオーラがやばい。カコさんもやばいが、まだしも親戚のお姉さんっぽい親しみやすさがある。イマさんになると、並んで歩くのすら憚はばかられるというか、三秒以上目を合わせていると消えてなくなりそうな気がするというか。




「イマさん！　今日はカブがオススメなんです！」

「あらそうなのですか？　ふうん……どのあたりがオススメなのでしょう？　なんだか泥だらけで、あまり見栄えは良くありませんわね」

「その泥には理由があるんです！　泥を洗い落としたりするのはコストが掛かるので、ウチではそのコストの分だけお安く提供しています！　仕入れ先も信頼できる農家さんから直接なので、安全性にも自信がありますよ！」

「ふうん。そうなのね」

「より美お味いしいものを、よりお値打ちに！　それがウチのモットーですから！　それにご希望でしたらサービスで泥落としもやりますので！」

「あらそうなの？　でしたらおひとつ頂こうかしら」

「はい、毎度あり！」

「うふふ。アキラ様はまだお若いのにしっかりしていますわね。わたくし料理はできるけど目利きは得意じゃないから、アキラ様のおかげで本当に助かっていますのよ？」




　褒められてしまった。

　だけでなく頭も撫なでられてしまった。桃もも山やまアキラまたしても赤面である。うれしすぎて思わず代金を半額にしてしまいそうだ。

　それにしてもこのイマさん、不思議な人である。

　いったい何をどうしたらこんな人が存在しうるのだろうか？

　皇族か王族としか思えない立ち居振る舞い、そして言葉づかい。ずいぶん年下であろう自分に対しても『アキラ様』呼ばわりである。やりすぎな気がしなくもないが、嫌いや味みもわざとらしさもなくごく自然に呼んでくれるあたり、もはや生まれが違うとしか思えない。

　やはり認定するしかあるまい。

　この人も女神。異論は認めぬ。




「他に何かオススメはあって？」

「ええとそうですね、春野菜が旬になってきたので、どれを選んでもお値打ちで美お味いしいと思います。たとえばこの春キャベツとか」

「ふうん。見せてくださる？」

「はいっ、たとえば──この玉とか。瑞みず々みずしくてハリもあります」

「あら本当ね」




　そう言ってイマさんは、さりげなく身体からだを寄せてくる。

　ふわり。何やらいい香りがする。

　いったい何なのだろう？　この正体不明な、だけどあまりにも心地よい香りは。

　同級生にはあり得ない、もちろん自分が発することはない、ましてお母さんからは間違っても香ってこない──天上のそれとしか思えない、かぐわしきフレグランス。

　こんな人はきっと、エッチなことなんて一生縁がなく過ごすに違いない。そうだ、人の姿を取っているけど、本当はバラとかユリの花なんじゃないか。お花ならいい香りもするしエッチなこともしない。証明完了。




「じゃあこの春キャベツも頂きますわ。お代はおいくら？」

「はいっ、オマケさせてもらって──このお値段です！」

「あらお手頃。よろしいのでして？」

「常連さんなので！　また次も来てください！」

「ありがとう♡　それじゃあごめんくださいませ」




　美しいお辞儀をして去っていくイマさんの後ろ姿を、うっとり顔で見送る。

　末永く常連さんでいてほしい。そう願ってやまないアキラなのだった。





　　　　†






　さらに別の日。




「やっほーアキラちゃん♪　今日も来たよっ」

「いらっしゃいまひぇ！」




　もはや声が裏返るのは宿業か。

　常連さん三人目の登場である。




「今日は野菜カレーを作るんだっ。何かオススメを教えてくれる？」

「わぁいいですね！　みんなで美お味いしく食べられる魔法の料理ですもんね！」

「あはは♪　アキラちゃん、わかってるう」




　にぱあっ、と明るく笑い、手を握ってぶんぶん振ってくる、この無邪気な常連さん──名前はミライさん。カコさんイマさんの妹だ。

　当然ながらぶっちぎりの美少女。

　三姉妹の中でもっとも年齢が近そうな分だけ、アキラにとっては一番の『推し』だ。




「えーとそうですね、今の時期だと国産のアスパラガスは外せないと思います」

「うんうん、いいよねアスパラガス。甘くてやわらかくて、外国産にはない味わいがあるよねっ」

「サヤエンドウなんかも、美味しいものが出はじめてます」

「あれもいいよねっ。栄養たっぷりだし、食感もカリカリしてて、ぼく大好き♡」

「思い切って山ウドなんかも入れてみてはどうでしょう？　口に含んだ時のさわやかな香りがやみつきになりますよ」

「わあ面白そう！　じゃあさ、アスパラガスもサヤエンドウも山ウドも入れるとしてぇ、ジャガイモとニンジンは外せないから買っておくとしてぇ」

「タマネギはどうします？」

「うーん、実は苦手なんだ。今日はぼくがお買い物当番だし、自分の好きなものだけ選んじゃおうかな、みたいな。てへ♪」

「えーっ？　ズルいですよーそれは。タマネギも買っていきましょうよー」

「あはは♪　うーん困ったなあ」




　年齢が近いゆえか話も弾む。

　とはいえ美少女力ぢからが最高に強い相手なので、緊張感がないわけではないが。それでも姉ふたりよりはだいぶフラットに会話できる。




「ミライさん、この機会にどうです？」

「どうですって、何が？」

「苦手の克服です。タマネギ食べられるようになりましょうよ」

「えーっ？　でもぼくタマネギはホントにダメなんだけどなあ」

「慣れですよ慣れ。あとは気合と根性。実はうちの父もタマネギがダメだったんですけど、商売柄ってことで克服したんです。気合と根性で」

「へーえそうなの？」

「最初はカレーに入ってるタマネギを食べるところからスタートしました。なので入れましょうタマネギ。今日の晩ご飯のカレーに」

「うーんタマネギかあ。うーん……」

「がんばりましょっ！　ファイトですよミライさん！」

「うーん……うーん……」

　腕を組み、眉間にしわを寄せて悩むミライ。

　しばしの後、彼女は「うんっ」と頷うなずいて、

「わかった！　アキラちゃんがそう言うならぼく、がんばってみる！」




　きらきらきらーん。

　絶対どこかで効果音ＳＥが鳴ったと思う。

　その微笑ほほえみの強烈なことといったら！

　思わず「振込先を教えてください！」と言いそうになった。こんな笑顔をタダでもらってしまっては申し訳なさ過ぎる。ちゃんと対価を払わなければバチが当たる。




「じゃあアスパラガスと、サヤエンドウと、山ウドと、ジャガイモとニンジン。それとタマネギ。頂いていくねっ。代金はおいくら？」

「無タ料ダで結構です！」

「あはは、そういうわけにはいかないよぅ。ええと、これがこの値段で、こっちはあの値段で──じゃあこれぐらいかな？」




　断るタイミングもなくお代を渡されてしまった。

　せめてこれだけは、とタマネギの代金をおまけしたら「ありがとっ、また来るね！」これまたさりげなく受け取って、ミライさんは手を振り振り店を後にした。

　負けじと手を振り返しながらアキラは思う。

　あの人もやっぱり女神認定。

　すごいことである。女神が三人も来てくれるお店なんて他にあるまい。

　そして女神が来てくれるからには、これまで以上にちゃんとした店にしなければならない。そう決意するアキラなのだった。

　まあもちろん女神はあくまで比喩の話。本当に女神が実在したら、こんな場所へ買い物に来るはずもないのだけど。





　　　　†






　大たい樹じゆ町ちよう。

　東京近郊、都心から電車で一本。宿場町として発展した歴史ある町。

　ほどほど都会で、ほどほど田舎。

　三人の女神が普通に通りを歩く、祝福の在処ありか。





第四話







「ねえアナタ。最近キレイになったんじゃない？」




　都内某スタジオの控え室。

　スタイリストの剛ごう田だリキヤは、モデルの髪質をチェックしながらそう指摘した。

「えーっ？　ホントですかぁ？」

　モデル──宮みや本もとサクラは、髪をいじられるに任せながら相好を崩す。

「そうよぉ、キレイになったわよお。アタシね、髪を触ればその子がどんな恋をしてるのか分かっちゃうの」

「えー、ホントですかぁ？」

「ホントホント、ジーマーのマージーよ」

「えー、うっそだあ」

「ホントだってばあ。アタシ、可愛かわいい子には嘘うそをつかない主義なの」

「ホントのホントにぃ？」

「ホントのホントよお」




　撮影前のひととき。ヘアセット＆メイクを施しながら、ふたりは他た愛あいもない女子トークで盛り上がっている。

　といっても、剛田リキヤ三十五歳は身長１８５センチ体重98キロ。しかもスキンヘッドにサングラス姿である。パッと見は、ヤ○ザが女子高生を人身売買マーケットで売り飛ばす前に見栄えを整えている光景、にしか見えない。




「ねえねえ白状しなさいよ。誰と恋してるの？」

「いえいえそんなあ、別に大したことないですよぅ」

「事務所の先輩？　それともどこかの局のプロデューサー？」

「いえいえまさかあ」

「サクラちゃんの可愛さなら男なんてよりどりみどりでしょ？　ねえ教えて教えて」

「いえいえ、まあまあいいじゃないですかぁ」

「教えてくれないとサクラちゃんの髪をバリカンで刈るわ」

「ちょ、リキヤさん!?　目がマジなんですけど!?」

「もちろんマジよ。アタシ恋バナに飢えてるの。ていうか乙女はいつだって恋バナに飢えてるの。ねえねえ教えてよお、アタシだって看板モデルを傷モノにしてクビになりたくないのよお。ねえねえサクラちゃあん」

「んもー、しょうがないなあ」




　渋ってはいるが、まんざらでもなさそうなサクラである。

　にへらにへらしながら言葉を探して、




「えーっとですね、いわゆる幼なじみなんですよ、相手は」

「あらまあいいじゃないステキ！　幼なじみとの恋なんて憧れるわあ。ねえイケメン？　イケメンなのその子？」

「もちろんイケメンですよう」

「優しいの？　優しいのその子は？」

「もちろん優しいですよう。それにいざという時は頼りになるしい、かっこいいところもたくさんあるしい、ホント理想の男っていうかあ」

「それってキムタクよりも上？」

「もちろん上ですよう」

「ジョニー・デップよりも？」

「正直相手にならないと思います」

「んまあ！　そんなイイ男つかまえたの!?　ズルいわサクラちゃん、アタシにも紹介しなさいよその子！」

「えーダメですよう。リキヤさんがそいつを好きになったら困るじゃないですかあ」




　長なが沢さわタクミがそばにいたら、無言で頭をしばいていただろう。

　呆あきれるばかりの浮かれっぷりとノロケっぷりだ。




「やっぱ恋なのね、女をキレイにするのは」

　リキヤさんはうらやましそうにため息をついて、

「それにお仕事のやり方も変わったわ。サクラちゃんって、ちょっと前までは素材の良さだけで業界を渡ってるタイプだったもの」

「えーそうですかぁ？　あたし変わりました？」

「変わったわよお、なんか最近はやる気があるのよアナタ。内面から自然に輝いてるっていうか。前のサクラちゃんは気だるげで面倒くさげで、ぶっちゃけ手を抜いてたじゃない？」

「いえいえ手は抜いてないですって。仕事なんだから真面目にやってましたって」

「でも一生モデルやってくつもりはないんでしょ？」

「それはまあそうですケド」

「アナタよくそれで業界にいられるわよねえ。そういう子って周りから恨まれるわよお。イジメられて干されないように気をつけなさいよ？」

「あ、それは大丈夫です。専業主婦になる道筋ができたので、モデルやめたとしても特に問題ないです」

「んまあ悔しい！　アタシもそんなセリフ口にしてみたい！」




　やいのやいの。

　何だかんだと盛り上がる女子トークなのだった。





　　　　†






　というわけで。

　サクラの仕事はモデルである。

　所属している事務所は、サクラを秘蔵っ子のタレントとして育てたいようだが、当人にとってはあくまでもアルバイト。まして芸能界にはこれっぽちも興味がない。彼女の人生設計の大半は大おお神がみヒカルに関することで占められており、仮にヒカルから『モデルの仕事はやめて僕の奥さんになってよ』と言われたら、三秒後に業界を引退するだろう。

　とはいえそこは恋する女子高生。私生活の充実は仕事のパフォーマンスにも良い影響を及ぼし、ちかごろスタッフの間では評判なのだった。





　　　　†






　さてメイクも終わり、某ファッション誌の撮影は無事に終了。

　着替えも終えてあとは帰るばかり、となった頃合い。




「待ちなさい宮みや本もとサクラ！」

　スタジオの出口で呼び止められた。

　知った顔である。同じ事務所に所属しているモデル仲間、蒼あお井いユカリだ。

「あ、ユカリんお疲れー。なんか用？」

「ふん。別に用はありません」

「ういうい。それじゃあたし帰るね。お疲れ様でした～」

「待ちなさい。用はないけど話があります」

　帰ろうとするサクラをあわてて引き留めるユカリ。

「えー何？　あたし忙しいんだけど」

「ふん。さっさと帰って彼氏とイチャつこうってわけですか？」

「あれ？　何で知ってるのその話？」

「嫌でも聞こえてきますよ、あれだけ大きな声でしゃべってたら。とにかく話があるから付き合いなさい。飲み物ぐらいならおごるから」




　スタジオの休憩ブースで缶コーヒーを買った。サクラは砂糖とミルクがたっぷり入った甘いやつ。ユカリはカロリーの低いブラックのストレート。

「ユカリん、大人～」

「ふん。このくらい当然です」

　鼻を鳴らしてプルトップを開け、

「プロのモデルなら自己管理はできて当たり前。どこかの誰かさんみたいに甘ったるくて意識の低いコーヒーを飲んだりしないわ」

「えー？　でも美お味いしいよこれ。マックスコーヒー」

「要りません、そんな関東限定のダイエットの敵なんて。ひとりで飲んでひとりで太ってください」

「うーん、あたし太らない体質だからなー。毎日飲んでるけどぜんぜん大丈夫。むしろ飲んでないとやせすぎちゃうし」

「くっ……この恵まれ天然素材が……っ」

　歯ぎしりするユカリ。

　サクラはぐびぐびマックスコーヒーを飲みながら、

「んで？　話って？」

「彼氏ができたって話です。本当なんですか？」

「でへへ。はい本当です。え、聞きたいその話？　いくらでも話しちゃうよ？」

「聞きたくないです鬱陶しい。ワタシが言ってるのは事務所のルールに違反してるんじゃないか、ってことです」




　サクラの所属事務所──『ユグドラシル芸能』は、業界の中堅どころ。タレントの人数は決して多くないが、育成の手腕には定評がある。

　その事務所の掲げる方針のひとつが『恋愛禁止』。

　どこかの某国民的グループみたいに前時代的、かつスパルタなルールだが、結果もまた多く残してきた。タイガーマスクでいうところの虎の穴みたいな事務所であり、所属しているタレントたちの多くが粛々とその方針に従ってきた。

　そこへきての宮みや本もとサクラだ。




「あなたのライバルとして忠告してあげるわ。今すぐその男との付き合いをやめなさい」

「え？　なんで？」

「なんでも何も、ルールに違反してるでしょ、ウチの事務所の」

「あ～それね、それなんだけど。じつはあたしには関係なかったり」

「関係ない？　なぜ？」

「え、だって仕事より彼氏の方が大事だし。彼氏がいることが問題になったら、モデルの仕事は引退するって決めてたし」
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「は!?　何やげその話！」




　思わず首つり裸絞めをかますユカリ。

　サクラは「ちょっとユカリん、苦しいってば～」困り顔をしている。




「勝手に引退してもらっちゃ困るがや！　ワタシはあんたを押しのけて事務所のナンバーワンになって、そんで東京で天下取ったろうと思っとるんやげ！」

「えー？　だったらあたしが引退した方が、ユカリんにとって得じゃない？」

「そんなんで勝っても嬉うれしくもなんともないが！　ワタシは完璧で最高の状態のあんたを叩たたきつぶしたいんであって、引退して不戦勝なんてもっての他やわ！」

「んなこと言われてもな～」

　ユカリの攻撃からひょいと逃れて、ふたたびサクラはコーヒーを飲む。

「そもそも恋愛禁止のルールって、あたしが事務所に入った後にできたルールだし。もっっと言えば、あたしは彼氏の気を引くためにモデルになったんだよね。なのに彼氏ができたからってモデルをやめたら本末転倒じゃん」

「ぐぬぬ！　なんでそんな適当なモチベでこの業界におれるんやて!?　いざ撮影になったらそつなく仕事はこなすし……マジでれムカつく！」




　方言丸出しで地団駄を踏むユカリ。

　興奮を抑えるためにひとくち、コーヒーをぐびり。




「はぁ、はぁ……ていうかあなた」

「なーにユカリん」

「素朴な疑問なんですが。彼氏の気を引くためにモデルになったんですか？　初耳なんですけど」

「うん。そうだよ」

「この業界でトップになりたいとか、そういう理由ではなく？」

「うん。全然そういう理由じゃない」




　にへらっ、と無邪気に笑うサクラ。

　照れ照れしながら頭をかいて、




「いやー、実はあたしが付き合ってる相手ってさ、最高にいい感じのオトコではあるんだけどさ、なに考えてるのかよく分かんないところもあってさ。いや、もちろんあたしのこと好きって言ってくれるし、好きな理由も言ってくれるんだけど、でもそれって最近のことで。これまでずっと一緒にはいたし、お互いの気持ちはなんとなく分かってたつもりだけど、でも言葉にしてたわけじゃないっていうか──」

「話が長い。三行で」

「つまり何が言いたいかってゆーとね、いざという時の武器は多いに越したことはないってこと。正直あたし普段はズボラだし、全方面でアプローチできるほど完璧な女じゃないし。そりゃあそこそこ可愛かわいい方だとは思うけど！　むしろかなり可愛い方だけど！」

「ウザい。早くまとめて」

「つまりあたしがモデルやってるのは、付き合ってる相手のためなのよ」

「そんなに好きなんです？　そいつのこと」

「うん好き！」




　あっけらかんと頷うなずくサクラ。

　そして頷いてから照れくさくなったのか、「えへ」と頭を掻かくのだった。




「……あなた、彼氏と一緒にいる時もそんなだらしない顔してるんですか？」

「え、しないよ？　こんな甘い顔したらあいつ、ぜったい調子に乗るし。むしろ心を鬼にしてビシバシいかないとつけあがるし」

「……聞いてる話だとその彼氏、大した男じゃないように聞こえるんですが」

「いやいやそれは誤解だよユカリん！　ヒカルはいい男なんだって！　問題なのは周りの環境なんだって！　ねえねえていうか聞いてくれる？　あんまり深い事情は話せないんだけど、聞くも涙、語るも涙の話があってさー」

「聞きません。そんな犬も食わなそうな話」

「えー、そんなこと言わないでさあ。同じモデル仲間でしょ？　しかも同い年でしょ？」

「ああもうウザい。とにかく、ライバルのよしみで事務所には黙っておいてあげますから。その話を誰彼かまわず聞かせるのはやめなさい」

「んー……わかった！　そうする！」




　ちょっとだけ考えてから素直に頷くサクラ。

　それから「そんじゃまたねユカリん！　今度は話聞いてね！」手を振り振り、上機嫌で帰っていった。

　あとには憮ぶ然ぜんとしたユカリが残される。

　その背後から声。

「やっぱイイわよねえ」

　リキヤさんだ。

　彼も片手にコーヒー缶を握り、もう片方の手を頬ほおに当てながら、

「見た？　今の笑顔。すっごい画えになってたわよ。あの姿こそカメラに収めとかなきゃよねえ……宣材に使ったらもっと仕事の依頼が舞い込んできそう」

「……そういうのはやりたがらないでしょう、あの女は。仕事が増えたら彼氏といっしょにいる時間がなくなっちゃう、とか言い出しそうです」

「うふふ、そうねえ言い出しそうねえ。完全に恋する乙女だものねえ」

　缶のプルトップを片手で軽々と開けながら、リキヤさんは言う。

「最近のあの子は本当に輝いてるわ。正直言って完璧。仕事をセーブしてなかったらとっくに全国区になってるでしょうね」

「あのウワサって本当なんでしょうか？　宮みや本もとサクラの両親が裏から手を回して、露出をわざと抑えてるって話」

「そうねえ、あながち間違った話じゃないのかもねえ。当人にその意思がないにしても、あれだけ存在感があったら色んな人が放っておかないはずだもの。どこかで何かの力が働いてる、ってことはあるのかもね」

「…………」




　面白くなさそうな顔をユカリはする。

　それから彼女は意を決したように訊きく。




「リキヤさんは長いですよね、この業界」

「長いってほどじゃないけど、短くはないわね」

「そのリキヤさんの目から見てどうなんですか、宮本サクラは」

「ン十年にひとりの逸材」

　迷いなく答えるリキヤさん。

「スタイルがいい子は他にもいるわ。サクラちゃんよりポージングが上う手まい子も、セルフプロデュースが達者な子もザラにいる。でもね、あんなオーラを持った子は他にいない。周りを圧倒するんじゃなくて、和ませて笑顔にする空気感、っていうのかしらね。感情の表現が素直で、それでいて周りを嫌な気持ちにさせないのって、実はすごい才能なのよ。だから仕事も来るし、結果も出る。ギスギスしがちなこの業界では、ほんと珍しいタイプだと思うわ」

「…………」

「ま、アタシはただのスタイリストだから話半分に聞いておいて♡　それにしてもサクラちゃんの彼氏ってどんな子なのかしらねえ。真面目に興味出てきたわ」




　そう言い残してリキヤさんは仕事に戻っていった。

　野太い声で「あーあ、アタシも恋したーい！」なんて言いながら。




「……認めんげ」

　ひとり残されたユカリ。

　誰にも聞こえない声でぼそりとつぶやく。

「ワタシは認めんわあんな女」

　瞳に暗い炎を灯ともし、彼女は心に決める。

　こちとら真面目にモデル稼業やってるのだ。腰掛け気分でアルバイトしている女に負けるなんて許されない。絶対にあの女よりのし上がりたい。

　そう、たとえどんな手段を使ってでも。

（……たとえどんな手段を使ってでも──）

　たとえば、これはあくまで仮定の話だが。

　宮みや本もとサクラの彼氏とやらを奪ってやるのはどうだろう？

　同級生ということは高校生。女とヤルことしか考えてない雄ザルだ。

　サルなんてちょっと色仕掛けしてやれば一発である。プロデューサーやディレクターに媚こびを売る方法は心得ている、すぐに鼻の下を伸ばすのがあいつらだ。まして経験値の低い高校生なんて、赤子の手をひねるより簡単にオトせるだろう──





　　　　†






　蒼あお井いユカリ。

　サクラをライバル視し、トップモデルを目指す少女。

　彼女もまた、物語の輪を大きく回転させていくキーパーソンとなってゆくのである。





第五話







　さて。

　リキヤさんや蒼あお井いユカリには明るく楽しくノロケ話ができたものの、サクラの課題は山積みである。




（大丈夫、あくまでもお試しの同どう棲せいだから）




　ノルンはそう言った。せいぜいちょっと長めのお泊まり会であると。

　あるいはこうも言った。隣の家に住んでる幼なじみだし、別にハードルは高くないと。

　そもそも同じ布団に入って一晩過ごしていたし、花嫁修業の名目で既に大おお神がみ家に出入りしている立場であると。

　まったくもって今さらな話。

　事実を追認するだけ、気構える必要なんてどこにもない、と彼女は言うのだ。




　いやでも待ってほしい。

　同棲である。棲すみ家かを同じくするのである。

　たとえ事実を追認するだけであっても、表面上は些さ細さいな違いであっても、その差はあまりにも大きい。

　あるいは何とも思ってない相手であれば逆に平気だったかもしれない。たとえば親同士が決めた相手と政略結婚する、みたいなシチュエーションであれば──想像するだにうんざりするが──かえってサバサバと納得できたかもしれない。そういうのはいわば作業、ルーチンである。朝起きて歯を磨いて制服を着てあくびをしながら学校へ行く、ちょっと面倒だけど『まあそういうものだから』のひとことで済ませられる類の、日常の延長上にある何かである。

　だけど今回はちがう。

　恋をしている相手なのだ。

　物心ついた時からずっと好きな男の子なのだ。

　あまつさえプロポーズされ、憎からず想おもっている人なのだ。

　ということはつまり、いずれはニクタイカンケイ的なものも、結ぶのである。

　むしろ遅れているのである。すでに順序は逆になっているのである。つまり近いうちにそういう間柄になるのが自然なのである。

　不肖ながら宮みや本もとサクラ十六歳、乙女のはしくれである。

　あまりにテンポが急で、あまりに色んなことがありすぎて、つい感覚が麻ま痺ひしてしまっているけれど。まさしく人生の一大事なのである。

　ゆえに、まったくもって今さらな話ではあるが。

（よし）

　サクラは決めた。

（パパとママに相談しよう！）





　　　　†






「ダメだよ」

　そして速攻でダメ出しされた。

　宮本家のリビング、目の前のソファに座る父は、厳かに首を振る。

「嫁入り前の娘が同どう棲せいなんて、ダメに決まってるじゃないか。しかもサクラはまだ十六歳で高校生だろう？」

「常識で考えてサクラちゃん」

　父の隣に座る母は、困ったような笑顔で、

「大おお神がみさんのお宅もご迷惑でしょう。この間から親戚の娘さんたちも一緒に暮らしているようだし、いくら昔なじみのお隣さんでも節度をもってお付き合いしないと。……わかるわよね？」

「あ、ハイ」

　思わず頷うなずいてしまった。

　頷いてから首をひねる。

（……あっれえええ～？）

　正論だ。極めて常識的な判断だ。

　しかしこの両親が──宮本タツヤと宮本マリが、正論を吐くとな？

　サクラの予想ではこんな反応がくるはずだった──




『ヒカルくんと同棲!?　それはいい！』

『彼ってユニークな人材だもの。じゃんじゃんやっちゃって！』

『いやあ、しかしそうか、サクラとヒカルくんがついになあ』

『奥手だと思っていたサクラちゃんも、とうとう決断したのねえ』

『それでいつから同どう棲せいを始めるのかな？　なに明日から？　うむ良いことだ！　善は急げというからね！』

『だったら正式にあいさつに行かないとだわ。でもあちらのご両親は海外に仕事で出張してるのよね？』

『では明日にでも飛行機のチケットを手配しよう！　善は急げだからね！』

『同棲ということは子供も作るのよね？　ママ、早く孫の顔が見たいわ』

『うむ、善は急げだからね。わっはっは！』




　……たとえばこんな調子で。

　いや実際の話、両親はかねてから『こう』だったのだ。

　父と母はヒカルを気に入っていたし、宮みや本もと家と大おお神がみ家の関係も良好、むしろヒカルとの関係が進展しないことにやきもきしていて、ともすればヒカルとの仲を取り持とうとさえしていたのだ。

　まあそこまでお膳立てされてすら、サクラの方から一歩を踏み出せなかったヘタレっぷりはともかくとして。

　アテが外れた。

　まったくもって予想外の展開である。

　賛成してくれると踏んだからこそ相談が遅れたわけで、遅れたというよりむしろ相談の必要がないと判断していたのだけど、これではまるで話がちがう。




「ええとね、パパもママもちょっと聞いて」

　少なからず動揺しながら、サクラは食い下がる。

「実はですね、このたびヒカルとは正式に恋人として付き合うことになりまして」

「ほう。そうなのかい？　それはめでたい」

「そう、そうなのよパパ！　おめでたなんですよ！　とても良いことだと思うんです！」

「だけどサクラちゃん、物事には順序というものがあるでしょう。昨日今日付き合い始めたばかりなのに同棲なんて、世間の常識ではあり得ない話じゃないかしら？」

「あ、はい、ええと。それはうん、その通りなんですが」

「だったらこの話はこれでお終しまいだな」

「パパの言う通りね。さあお夕食にしましょう、今夜はサクラちゃんの好きなビーフシチューと、焼きたてのフォカッチャよ」

「わあいママ大好き！　……いやいやそうじゃなくて！」

「そうじゃなくて？　何かしら？」

「ええと……たとえばあたし、ヒカルん家ちにはよく出入りしてましたし。この間もお泊まりなんかしてたわけですが」

「ええそうね。していたわね。それが何か？」

「別々の部屋じゃなくて同じ部屋で、同じ布団で寝てたわけですよ、実は」

「あら素敵。とっても良いことだと思うわ。そんな風に心を許せる男の人がいるのって、とっても素晴らしいことよ。ちなみにママは、今でもパパとラブラブです♡」

「いやそういう情報はいいんで。……ええと、なのに同どう棲せいはダメなの？」

「ダメよ。それとこれとは話が別」

「……ええと実はあたし、ヒカルからプロポーズもされてるんですが」

「まあそうなの!?　素敵ねえヒカルくん、まだ若いのにそこまで決断できるなんて。ウチのサクラちゃんも安心して任せることができるわね」

「ええと、なのにダメなの？　同棲するのは？」

「もちろんダメよ。それとこれとは話が違うんだから」




　……あっれえええええ？

　汗を垂らしながら首をかしげるサクラである。

　え、なに？　おかしいのってあたしの方？




「ええと……ママは孫の顔が見たかったり？　しませんか？」

「見たいわよもちろん。そんなの決まってるじゃないの」

「パパは？」

「少なくとも三人は孫が欲しいね。ウチの子供はサクラだけだったからなあ」

「ええと、同棲すればそういう未来がやってくる日も近くなると思うのですが」

「そうかもね。でもそういうのは結婚してからよ。ヒカルくんからプロポーズされたといっても、まだ結婚できる年齢じゃないでしょう？」

「ちなみにだけど、ヒカルん家でお泊まりするのはＯＫ？」

「ＯＫだとも」

「毎日でも？」

「問題ないさ」

「に、にくたいかんけいを、持つのは？」

「年ごろの男女だもの。そういうこともあるでしょう。ちなみにパパとママは今でも」

「いやそういう情報はいいんで。……ええとその結果、うっかり孫ができる可能性がなきにしもあらずだと思うんですが、その点は？」

「子供ができたら産んで育てる、それが自然にあるべき姿だ。むしろ産んで育てる以外の道を選ぶつもりなら、その時こそ話し合いが必要になるだろうね」

「じゃあ同どう棲せいするのは？」

「それはダメ」




　なるほどわからん。

　いや間違ってはいないのだが。何もおかしなことは言われてないのだが。




「さて。それじゃあこの話はこれでお終しまいかな」

「お夕飯にしましょう。さっきも言ったけど今日はビーフシチューですよ。パパお酒はどうします？」

「メルローのいいワインをもらったから、あれを開けよう。ママも今日は飲むかい？」

「あら、じゃあご相伴しようかしら♡」




　父も母もすでに食事モードだ。

　サクラの中にとある感情が湧く。




「あのさパパ」

「なんだいサクラ」

「パパの言ってることも、ママの言ってることも、ぜんぜんわかるけど。世間一般の話をしたらふたりの言ってることが正しいと思うけど。でもあたしさ、冗談とかで言ってるわけじゃないから同棲の話。ていうかそっちの方向で話も進んでるから。なので真面目に考えてもらえるとありがたいんだけど」

「ふむ。ヒカルくんとの将来を真剣に考えていると？」

「もちろん」

「では聞こう。今回の件、サクラは自分で計画して、自分であれこれお膳立てして、それからパパとママのところまで話を持ってきたのかい？」




　うぐ。

　言葉に詰まる。




「……ううん。ちがいます」

「珂か子こさんや依い真まさんや美み來らいさんにあれこれ言われて、ヒカルくんの妙に強い押しになんとなく乗っかって、それで同どう棲せいの話まで進んだんじゃないのかい？　もちろんそういう話があればサクラもやぶさかじゃなかっただろうけど、とはいえサクラが自分で言い出して始まった話じゃない──という理解で合ってるかな？」

「……はい、そうです。確かにあたしから同棲の話を言い出したことはないです」

「自分から言い出さなかったからダメ、と言うつもりはないよ。そもそもにおいて、人と人は用意周到な計画の元に結ばれることなんて滅めつ多たにない。パパとママの結婚だって、決して周囲の人たちがみんな賛成してくれたわけでもなかったし、将来をすべて見通していたなんてこと口が裂けても言えない。だけど今のサクラを見ていると、パパもママも一抹の不安を抱かざるを得ない。そのことはわかってもらえるかな？」




　言い返せない。

　思いのほか真剣になってしまった場──真剣になって当然の事案だが──で、サクラは劣勢を自覚する。

　そこへ父がひとこと。




「サクラ。お前は本当にヒカルくんが好きなのかい？」




　カチンときた。

　恋を自覚した瞬間と、それから十年近くにわたるあれこれが、いっぺんに頭の中で蘇よみがえる。

　ふーん、へーえ。

　そうなんだ、そういうこと言うんだ。

　ていうか十六年間、あたしのそばで何を見てたんだこの両親は。もはやこれは侮辱だ、世が世なら手袋を投げつけて決闘になる流れだ。

　お望みなら聞かせてやろうじゃないの。それはもうこんこんと、逐一ていねいに、宮みや本もとサクラの悶もん々もんとした恋の日々、それがいかにして花開いたのかを──

「いや。話さなくて結構」

　先回りして父が止める、

「弁舌で証明してほしいわけじゃない。具体的な形として示してくれればいい。サクラが胸を張れる形で──周りに流されたと『勘違い』されないような、誰もが納得する状況を示してくれればいい。そうすればパパやママから待ったをかけられても気にすることなく、堂々と自分の信じる道を突き進める。どうだい？　理想的なＷＩＮ－ＷＩＮの形だとは思わないか？」

「わかった」

　憤然とサクラは頷うなずく。

「形として示します。誰にも文句を言われないやり方で」

「いつまでに？」

「遠くない先に」

「それじゃいくらでも逃げ道を作れてしまうな。まあパパはそれでも構わないが」

「じゃあ一ヶ月で」

「ふむ、意外と時間が掛かるんだね。サクラの言い方だと明日にでも証明してみせる、とでも言いたげな意気込みを感じたんだが、パパの気のせいだったか」

「むかっ。いいわよわかりましたわよ、だったら──」





　　　　†






　一週間後までに何とかする、という運びになった。




（や・ら・か・し・た）




　そしてサクラは今、自分の部屋で頭を抱えている。

（あーたーしーは！　ホントあたしってヤツはああああッ！）

　頭を抱えてベッドで転がる。

　なんとまあ学習能力のない。

　地雷を踏まれたにせよ、こうまで簡単に挑発に乗ってしまうとは。

（どうすんのよおおおお!?　一週間後までにナニをどうスルってのよおおおお!?）

　どうするもこうするもない。

　形で示すと言った。誰にも文句を言われないやり方で。

　何を示すのか？　ヒカルが好きだという気持ちをだ。

　好きを形で示す。その方法は多いようで決して多くない。

　まして同どう棲せいを両親に納得させる必要があるとなれば、手段はぐっと少なくなる。

　加えてすでにプロポーズされており、その先を見据えているともなれば。生なま半なかなことでは一笑に付されるのがオチだ。





　Ｑ：以上の状況を踏まえて求められる解は？

　Ａ：






（……うぎゃああああああ!?）

　Ａの中身を想像して身もだえる。

　ニクタイカンケイ。もはやそれしかあるまい。

　しかも外的要因に関しては何ら障害がない。ヒカルとは正式に恋人同士であり、両親も一線を超えることを否定してないのだ。

　いやむしろさらにその先か？

　誰にでも分かる形で示す、と言ったばかりである。まさか営みを録画して公開するわけにもいかない。

　ということはつまり？

　必要なのはニクタイカンケイの結果なのか？

　すなわち二人の愛の結晶……？

（……ぎぃえええええええ!?）

　思わず壁に頭を打ち付ける。

（いかん冷静に。冷静にお願いします）

　自分に言い聞かせるサクラ。

　そう、ここは逆に考えるのだ。

　だってヒカルのことが好きなのである。ヒカルも自分のことが好きなのである。

　であれば、ニクタイカンケイは望むところではないか。

　少しだけ、ほんのちょっぴり展開が早いだけの話。むしろ今どきの女子高生に必要なのはそのスピード感ではあるまいか。サクラの周囲でも、ちらほらその手の経験談が飛び交う年頃、その流れに乗ったからといって何の不都合があろう？

（……やるか）

　サクラ、目元にぐっと力を入れる。

（やってしまいますか）

　ニクタイカンケイ。

　そしてその先にあるもの。

　遅かれ早かれ大人の階段は上るのだ。

　いま上ってはいけない、という法はあるまい。

　想像してみる。

　たとえば夜の大おお神がみ家。

　先日すでに実績を作ったように、ヒカルのベッドでふたりで寝ているとする。

　交わし合う視線と視線。

　言葉は要らない。どちらからともなく、ごく自然な流れでその行為は始まる。

　肌と肌のぬくもり。

　身体からだを這はう指先の感触。

　首元に感じる熱い吐息。

　一枚、また一枚と身体から離れていく着衣。

　薄闇の中でほのかに見える、愛いとしい人の包み込むような微笑。

　確認は要らない。

　許可も要らない。

　やがて固い昂たかぶりが身体の芯をつらぬき、サクラは抑えてもなお漏れる声を、両手で口元を覆って必死にこらえる──
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（……無理ぃいいいいいい！）




　じたばたじたばた。

　両足が罪なき布団をしこたま連打する。

（想像しただけでリミットオーバーなんですが!?　あたしできるの本当に!?　そんなハードルの高すぎるコト!?）





　　　　†






　サクラが自ら定めた期限は一週間。

　果たして結果やいかに。





第六話







　というわけでデートすることになった。





　　　　†






　もちろんサクラにとって人生初の壮挙である。

　ヒカルとふたりで遊びに行くことはあったが、デートの名目では初。あらかじめ今回はハッキリと名目も告げてある。




「ヒカル！」

「はい」

「デートに！　行きませんか！　あたしと二人で！」

「うん行こう。ていうか僕から誘おうと思ってたとこ。プロポーズしたのにちゃんとしたデートをしてないって、おかしな話だもんね」




　こんな感じであっさりＯＫされた。

　少なからず緊張してデートを申し入れたサクラとしては、ちょっと拍子抜けだった。

　そしてデート当日。





　　　　†






「……おお～」

　玄関前で待ち合わせたヒカルが感嘆の声をあげた。

「すごいねサクラ。すっかり変身したねえ」

　ぱちぱちぱち。

　ニコニコ笑いながら拍手してくる。

　幸いにして本心からの称賛だろう。長年の付き合いだからサクラにはわかる。

　決してお世辞ではなく、本当に可愛かわいいと思って、ヒカルは褒めてくれているはずだ。

　実際のところ自信はあった。




　本日のコーデ。

　フレアのミニスカートは、赤と緑のチェック柄。

　フリル多めのブラウスは、陽ひの光によく映えるオフホワイト。

　ピンクのカーディガンは、さっくり腰に巻くことでウエスト周りを引きしめて。

　黒のニーハイソックスは、暖色系でボヤっとしがちなコーデをぐっと引き締める。

　そして今日ばかりは三つ編みの髪を下ろし、しっかりブローしてボリュームを演出。

　メガネを外したついでに、コンタクトレンズには淡いマリンブルーをチョイスしてみた。

　そこに剛ごう田だリキヤ直伝のナチュラルメイクを乗せれば、どこに出しても恥ずかしくないキラキラ女子高生の完成である。

　テーマはずばり、あざとい男ウケ。

　もちろんモデル仕込みの絶妙な立ち姿で、全体にアクセントを加えるのを忘れない。




「変身しましたとも」

　髪を片手でくるりと巻いて、サクラは胸を張る。

「どうですかこの、普段のあたしとひと味ちがう感じは？」

「うん。素直にすごいと思う。普段からそんな感じだったらもっといいのに」

「毎日これをやれと言われたらストレスで死にますけど！　今日のこれだって、完成するまで三時間掛かってるんですけど！」

「うん。そこも素直にすごい。三時間ものコストを僕は掛けられない」

「まあでも、ヒカルが毎日これを見たいと言ってくれるなら、三時間は無理だけどもうちょっと頑張ってみようかな、って思うような、思わなくもないような……ごにょごにょ」

「いや。無理はしなくていいよ」

「あ、うん。そっか……それはそれで、ちょっとしょんぼりなのデスガ」

「だってサクラは元がいいからね。特別なおしゃれとかしなくても十分可愛かわいいよ」

「ですよねー！」

　サクラ、満面の笑みで再びモデルポーズ。

　そこからちょっとテンションを落として、

「うーん。でもちょっと期待はずれなところはあるかな、正直」

「というと？」

「いやほらあたしってさ、普段は割と雑な格好してるでしょ？　ジャージとかスウェットとか。三つ編みに眼鏡とか。まあその方が楽だから、ってのはあるけど……わざとやってる側面、ってのも一応あったのよね。いわゆる『能ある鷹たかは爪を隠す』的な？」

「ふむふむ」

「なんというか、世の中にはギャップ萌もえって言葉があるじゃない。あたし的にはですね、それを最大限に演出するのを狙っていたというか。普段はズボラなのも、それを大義名分にしてるのが無きにしもあらず、っていうか」

「つまりひとことで言うと？」

「もっと驚いてほしかったの！　具体的には腰が抜けるぐらい！　『はわわわサクラさん、実はそんな隠し技を持ってたんですか!?　ははーっ、お見それしました！』ぐらいの反応が欲しかったの！　何なら平伏してくれても良かったと思うの！　時代劇に出てくる悪役の人みたいに！」

「無む茶ちやを言うなあ」

　あはは、とひと笑い。

　それからヒカルは普段と変わらない口調でこう言った。

「申し訳ないけど想定の範囲内だよ。だってサクラが可愛いことは元から知ってるし」

「ですよねー！」

　サクラ、満面の笑みで再びモデルポーズ。




　……はたから見たら完全にバカップルである。

　実際、ここ池いけ袋ぶくろ駅東口を行き交う人々は、彼らふたりを見てくすりと笑っていく。ただしヒカルは気にしないし、サクラはそもそも気づかない。

　なぜならサクラには周囲を気にしている余裕がない。

　この先の彼女には、人生をかけた重大なミッションが控えているので。




（今日は手を！　繋つなぎます！）

（ミッション達成なるまでは、おめおめと家に帰りません！）




　固い決意がサクラにはある。

　なにせ一週間と言ってしまった。

　サクラが本当にヒカルのことを好きであるという、具体的な証明。

　十数年にわたって何も進まなかった関係を思えば、一週間という時間はあまりに短い。

　むしろ無理難題とすら言っていい。当人にも少しだけ、ほんの少しだけ自覚のあるところだが、彼女は恋愛に関して相当な奥手であった。不世出の一流モデルであり、タレントとしてデビューすれば成功間違いなしと目されていても、私生活はえてしてこんなものである。




（さて、どんな風に作戦を組み立てていこうかしらん……）




　今日の予定をなんとなく話し合いつつ、サンシャイン通りに向かって歩きつつ、サクラは目標達成までのシミュレーションに余念がない。

　とにかく大事なのはさりげなさだ。わざとらしいのは好ましくない。初デートからの初はつ手て繋つなぎである。可能な限り美しく、スマートに事を進めたい。

　たとえばこんな感じで。




『ねえヒカル』

『なんだいサクラ』

『今日ってちょっと冷えるよねっ』

『そうだね冷えるよね。もうとっくに春を過ぎてそろそろ初夏だけど』

『冷えるから手がかじかんできて、だんだん赤くなってきちゃって……はーっ、はーっ（息を吹きかける）』

『それはいけない。僕の手でサクラの手を温めてあげよう』

『あっ……（手を取られて赤面）』

『ほら。こうすれば温かい』

『うん……温かいね……』

　見つめ合うふたり。

　赤く上気するお互いの頬ほお。

　手を繋つないで変わらぬ気持ちを確かめ合い、新たに誕生したカップルは仲むつまじげに、サンシャイン通りの雑踏へと消えていくのだった──




（……うん。こんな感じ）

　悪くない。

　むしろとてもいい。

　実にロマンチックかつ自然な流れだ。

　逆に展開が早すぎはしないだろうか、と心配にすらなってくる。雰囲気が良くなりすぎてそのまま熱いキッス、さらにはサンシャイン通りではなくホテル街の方へ足が向いてしまう、ということになるのでは？

　その場合は是非もなし。

　一週間以内で、という話が、もしかすると一日で達成、という事態にもなりかねないのでは？　ヒカルだって男の子だし、可愛かわいいと言ってくれたし、いざとなれば大胆な行動を取るタイプでもあるし、本当の本当に、もしかしてもしかすると──

（……ぎひぃやあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！）

　その先を想像し、サクラは手で顔を覆う。

　にまにま笑いながら、ぶんぶん首を振る。

　歩きながらである。

　そんなことをしていればどうなるかといえば、




「おっとあぶない」




　赤信号の横断歩道を渡りかけてしまった。

　けたたましいクラクションの音。びゅん、と通り過ぎる車。

「サクラ。よそ見はだめ」

「あ、うん。あう。うあ。あう」

　サクラの反応がおかしくなる理由。

　それは他でもない。ヒカルに助けられた際に、肉体的な接触が発生したから。

　腰を抱かれていた。

　ふらふら横断歩道に出ようとしたサクラの腕をヒカルが引き、その勢いあまって抱いたのである。思いのほか強い力でぐっと引き寄せられ、密着。顔と顔が近い。サクラご自慢のご立派な胸が、マシュマロみたいに『むぎゅっ』と変形している。どくんと脈打つ心臓。こんなに密着していたらヒカルに聞こえてしまう、たちまち顔が真っ赤に染まって、

「ごめん！　ホントごめん！」

　衝動的に離れてしまった。

　どんっ！　とまるで拒絶するみたいに突き飛ばして。

「ダメだよねーあたし！　ついはしゃいじゃってもー、子供かっての！　ホント恥ずかしい！　大丈夫だったヒカル？　ケガとかない？」

「うんまあ。それは僕のセリフかな」

「だよねー！　いやもうホントごめん、ごめんのメンゴ！　わははのは！」

　変なテンションでどうにか押し切ろうと試みるが、サクラの内心は穏やかでない。

（いやダメでしょ!?　本気でダメでしょ今のは！）

[image: ]

（助けてくれたヒカルを何で突き飛ばしてんの!?）

（むしろそこはグイッと行きなさいよグイッと！）

（遠慮なく抱かれるとか！　ついでにキスされちゃうとか！）

（いやそれはさすがに厚かましいかー！　うん厚かましいよねホントすいません！）

　混乱。

　なんだか思わず涙目になってきて、あわてて目元を拭う。

　厚かましいといえばこれ以上の厚かましさもない、勝手な独り相撲で勝手に泣いてるなんて、しかも初デートの出だしからこんな躓つまずきをかますなんて、せっかくの三時間コーデが、いやそれ以上にヒカルに対して申し訳なく──




「サクラ」

　逆巻く感情の暴風にさらわれそうになるサクラ。

　荒ぶる獣をそっと撫なでて鎮めるような、いつもの優しいヒカルの声。

「大丈夫。そういうサクラも可愛かわいいから。だから泣かないで。ね？」




（──ヒカルぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！）

　サクラ、今度は別の意味で涙目。

（ヒカル好きだー！　マジ愛してるー！）

　口に出してはさすがに言えないが、サクラの好感度は早くもＭＡＸだ。

　まあ元からＭＡＸなのだが、それはそれ、チョロいと言われればそれまでだけどそれがどうした。災い転じて福、デートは出だしから最高潮である。




「とりあえずどこかでコーヒーでも飲む？」

「飲む！　どこでもついていきます！　今日はもう好きにして！」

「気が早いなあ」




　すっかり気分のアガったサクラは、ほとんどスキップを踏むように先をゆく。

　ヒカルは微笑ほほえましげにその後をついていく。

　うれしすぎて手を繋つなぐのをうっかり忘れているが、やっぱりそれはそれ。

　まずは順調な滑り出しでデートは始まったのだった。





　　　　†






　滑り出しも順調なら、進行も好調だった。

　コーヒーは百円のマクドナルドだったが、会話は何かと弾んだ。

　ランチは評判のラーメン屋さんに並び、残念ながら味は微妙だったけど、それはそれで話のネタになり、やはり会話が弾んだ。

　ぜいたくしてデザートにケーキも食べた。こちらは味も値段も納得で、ラーメンの無念をすぐさま取り戻すことができた。

　タダ券があったから水族館にも行ってみた。サンシャインシティの屋上にある施設は、小さいながら工夫をこらした展示で楽しませてくれて、夢中になるあまり会話を忘れるほどだった。




（たーのしーい！）

　サクラは有頂天である。

　どうなることかとあれこれ思い悩み、今日という日を迎えたのだが。まさしく格言にあるとおり、産むが易やすしというやつだった。こんな楽しいことをこれまでやってこなかったなんて、とんだ人生の無駄づかいだった。

　だがしかし待て。

　目的はデートそのものにあったのか？

（おっといけない。そうでした、そうでした……）

　デートはあくまできっかけに過ぎぬ。

　出だしはタナボタのラッキーで肉体的接触があったが、両親はあの流れでは納得すまい。

　楽しいだけではない、そこから先の具体的な成果を上げねば。この状況で手ぶらで帰っては名が廃すたる。

（浮かれてる場合じゃないよね、うん）

　サクラは気を引き締める。

　今日の自分はひと味ちがうことを、満天下に知らしめるのだ。




　というわけで、

「ヒカル！」

「うん？」

「お手洗いに行ってきます！」





　　　　†






　サクラの後ろ姿を見送って、ヒカルは手近な壁に背中を預ける。

　休日の今日、サンシャインシティは大盛況だ。自分たちと同じ高校生、もしくは中学生などの若年層、あるいは家族連れの人たちで賑にぎわっている。ヒカルが陣取っているのは、オープンエアの三階テラス、その隅っこの方だが。平日なら閑散としているであろうこの場所も、今日は人の姿が目立つ。

（さて、と）

　サクラは当分の間もどってこないだろう。十中八九、お化粧直しをしてくるだろうから。

　短くて十分。

　場合によっては三十分。

　あるいは一時間を超えても驚かない。ああみえて完璧主義なところがあるのだ。ああだこうだと気に入らないところが出てきて、そのたびにメイクを直して、気づいたらとんでもない時間が経たち、血相を変えて駆け戻ってくる姿が目に浮かぶ。

　ゆえに今現在。

　いろんな意味で好都合な時間帯だ。




「すいませぇん。ちょっといいですかあ？」




　声を掛けられた。

　目をやると、死ぬほど可愛かわいい子がそこにいた。

　ゆるくパーマを掛けた髪をサイドテールに分けた、ひとめ見て素人離れした女の子。

　シックなネイビーブルーのスカートに、クリーム色のジャケット。キャメルレザーのショルダーバッグに、耳にはさりげないピアスのアクセント。明らかにおしゃれ系だし、なにより立ち姿がナチュラルにシュッとしている。

「あの、サクラちゃんの彼氏さん……ですよね？」

「うん、そうですけど。なんで知ってるの？」

「えへへすいません。わたしあの子の友達で、蒼あお井いユカリって言います。サクラちゃんとは仕事仲間で」

「あ、そうなんだ。サクラがいつもお世話になってます」

「とんでもないですこちらこそ！　ええとそれで、少しお話いいですかぁ？」




　そう言いつつ、ユカリと名乗った少女はさりげなくヒカルの隣に並び立つ。

　上う手まい呼吸だ。イエスかノーかを聞く前に懐に入り込み、美少女スマイルで穏便に、しかし強引に意見を押し通す。一方的な行動でありながら、ほのかに香る媚こびの雰囲気で、平へい和わ裡りのうちに反論を封殺する手筋。




「それでいきなり白状しちゃうんですケド……実はわたし、今日一日サクラちゃんと彼氏さんのデートの様子を見てまして」

「つまり僕らの後を付けていた？」

「ごめんなさい！　良くないことだと分かってます、でもいろいろ事情があって……」

　しゅんとまつげを伏せるユカリ。

　その仕草は純度１００％で可愛かわいい。こんな仕草を見せられたらどんな男だって鼻の下を伸ばしてしまうだろう。

　もちろんヒカルも伸ばした。

　彼はニコニコ笑いながら頷うなずいて、

「そっかそっか。いろいろ事情があるんだね」

「そうなんですぅ。実はサクラちゃんに彼氏ができたことを事務所が心配してて、それで今日はわたしが様子見を頼まれて……あっ、この話はナイショですよ？　ホントのホントにトップシークレットで、誰にも話しちゃいけないことなんです。サクラちゃんに知られちゃうと、逆にあの子に心配かけちゃうっていうか……それにホントはわたしも、こうやって顔を出しちゃいけないんです。でもどうしても彼氏さんとお話ししたくて」

「そうなんだ。じゃあサクラには絶対ナイショにしておかないとだね」

「はいそうなんです！　彼氏さんって思った通り、とっても素敵な人なんですね。話をすぐに理解してくれて、すっごく頭がよくて……サクラちゃんがうらやましいなあ、こんな素敵な彼氏さんがいて」

「そうかなあ。そこまで言われると照れちゃうなあ」

「彼氏さんはホントにかっこいいですから！　今日一日みてて、そのことはすぐにわかりました！」

「えーホントに？　いや照れるなあ。君みたいに可愛い子に言われると、特に照れます」




　こいつチョロい。

　蒼あお井いユカリはたちまち確信する。

（どえれえザコやげ。ちょっと色仕掛けしたら絶対すぐオチるわ……）

　宮みや本もとサクラはしばらく帰ってきそうにない。

　ここはチャンスだ。

　今日は様子見だけで終わらせるつもりだったが、この調子ならもっと高度な成果を求めてもよさそうである。この頭の弱そうな男をオトしてしまえば、使い道はいくらでもあるはずだ。単に寝取るだけでもサクラのダメージは大きいだろうし、たとえばヒカルに命じてサクラのエッチな映像を撮り、それを盾にしてもっとエッチなことをさせるとか──そんなエロ同人みたいな展開もあり得る。

　まあユカリも鬼ではないので、そこまでひどいことをするつもりはないが……生意気なライバルをぎゃふんと言わせるくらい造作もないだろう。

（うふふ。その瞬間の吠ほえ面づらが今から楽しみやげ……）

　ヒカルとの会話を続けながら、ユカリは内心ほくそ笑む。

　ユカリがべた褒めし、ヒカルが鼻の下を伸ばし、アクションを取るごとに少しずつ距離を縮め、ボディタッチも織り交ぜていく。

　古典的ながら効果的な手段。

　そろそろ頃合いか。

　折を見てユカリは切り出した。

　上目遣いで、瞳を潤ませ気味に、全力の甘えモードで。

　宮本サクラと並ぶ逸材と評される美少女力を遺憾なく発揮して、キメの一手をズドン！




「ねえ彼氏さん」

「なんだい」

「わたし、ちょっとのど渇いちゃったな──なんて♡」




　手応えあり。

　ユカリは確信する。

　数々のプロデューサーや現場監督を虜とりこにしてきた決め技フイニツシヤーだ。

　海千山千の業界人たちですらハマったこの技に、下半身のユルい男子高校生が耐えられるはずもなし。たとえ恋人とのデート中であっても『じゃあ……何か冷たいものでも飲みに行く？』的な流れになるのは必定。

　果たしてヒカルは「ああそうか」という顔になり、




「ごめんごめん気づかなかった。のど渇くよね、ずっとしゃべってたし」

「そうなんですぅ、今日はちょっと暑い気もするしぃ」

「うんうんそうだね、じゃあ今からホテル行こっか」




　──一瞬『ん？』となった。

　決め技のポーズのまま三秒ぐらい間を置いて、実際にユカリは「ん？」と口に出して、

「ええと……いま何て？」

「ん？　ホテルに行こう、って言ったんだけど？」

　ふたたびの『ん？』。

「ええと彼氏さん？」

「なんでしょう」

「それはつまり、どこかのホテルのラウンジで飲み物を、ってことです？」

「いいや。ラブホテルの部屋で冷たい飲み物を、ってことだけど」

「たとえば『ホテルメトロポリタン』とか『ホテルオークラ』みたいな、ちょっといい場所で一休みする、ってことではなく？」

「『ペガサスの夢』とか『おしゃれ貴族』とか、絶対にエロいことしなきゃ帰れない雰囲気のある宿泊施設で、いわゆるご休憩をしよう、っていう提案だよ」




　えええＥＥＥｅｅｅ[image: ][image: ][image: ]？

　ユカリは引いた。

　モーションかけてるのはこちらだが、それにしたってここまで下半身に忠実な発言があるだろうか？　お酒の入ってる偉い人でさえ、もう少しワンクッション置いたり言い回しを考えたりするというのに。

　しかもユカリはサクラの友人と名乗っているのだ。サクラに今日のことが伝わる可能性を考えないのだろうか？　そうなった際に、サクラがどんな気持ちになるのか想像がつかないのだろうか？

　自分の立場も忘れてユカリは憤慨した。手練手管を駆使して業界を渡っていく強したたか系のキャラだが、恋愛観に関しては割と古風な彼女であった。必要とあらば色仕掛けも平気でやるが、それはそれ、これはこれ。




「さ、それじゃ行こっか」

　ヒカルがすっと身を寄せてくる。

　顔が近い。いや確かにボディタッチもしてたし、パーソナルスペースもかなり縮めてはいたが。向こうから近づかれるとたちまち頭の中で警報が鳴る。

「ユカリちゃんから見てとっても素敵な男であるところの僕が、手取り足取り、他にも色んなところを取りながらエスコートするよ」




　こいつ本気だ。

　ユカリは確信する。

　顔はニコニコしているし、目もニコニコしているけど、それだけにナチュラルにタチが悪い。たぶんこの男は下心を発揮している自覚すらない。アメーバみたいに本能だけで動いている。

　作戦中止。

　浮気の証拠という十分な成果は得た。潮時だ。

　予定していた次のフェーズに移行すべく、ユカリは目配せの合図を送る。

　ほんの数秒で状況に変化が起きた。

「おいおいニイちゃん」

「何してくれちゃってるの？　[image: ][image: ]ん？」

　登場したのはいかにもチンピラ風情の若い男たち。

　一目で『ワルやってます』というのがわかる、金髪と坊主頭の二人組だ。

「ニイちゃんさあ、その子ってオレらのツレなわけ。ワカる？」

「困るんだよネ、手ェ出されちゃうとさ。賠償金とかそういう話になっちゃうヨ？」




　もちろん仕込みである。

　ユグドラシル芸能で契約している用心棒だ。芸能界は何かと厄介が多いので、この手の便利屋を用意する準備がどこの事務所にもある。

　ユカリが合図したら姿を現し、標的をちょいと脅して退散させる──そういう手はずになっている。もっと穏便に済ませる自信があったのだが仕方ない。この状況をなあなあに解決しようとすると、たぶん話がややこしくなる。さっさと切り札を出してしまった方がよい。直感がそうすべきだと告げている。

「つーわけでさ、ニイちゃん」

「オレらの言ってることワカるよな？」

「回れ右しておウチに帰る。それで平和に解決ってワケ」

「オレらもオニじゃねーからさ、身ぐるみ剥はがすまではやらねーからヨ。だから大人しく出すもん出しな」




　手慣れている──。

　二人組の後ろにちゃっかり隠れながらユカリは思う。

　どういう素性の連中か知らないが（詮索しないのが暗黙のルールだ）、金髪と坊主頭は場数を踏んでいるようだ。素人のユカリが見てもそれとわかる。チンピラ風情ではあるがこの二人はプロ、ないしはプロに準じる男たちだろう。宮みや本もとサクラの彼氏も運が悪い、大人しく鼻の下を伸ばしておくだけならこんなことには──




　べしっ

　どすっ

　ごろん




「……え？」

　一瞬の出来事だった。

　正確には何が起こったのかすら把握できなかった。

　用心棒ふたりが倒れている。股間を押さえてうずくまり、うめき声をあげて地べたに転がっている。

　ユカリの目には見えなかったが『一瞬の出来事』の中身はこうだ。

　ヒカルが裏拳の要領で平手を一いつ閃せん。金髪男に目つぶしして、すかさず股間を蹴り上げる。

　坊主頭の方もほぼ同じ。先制攻撃に気づかれたゆえフェイントこそ入れたが、目つぶし→股間の流れは一緒。あまりにスムーズな流れすぎて、ユカリの目では一部始終が追えなかったのである。

「いやー」

　サクラの彼氏が頭を掻かく。

「自由恋愛を邪魔されたので、つい」

「……つい、じゃないがや！」

　思わず突っ込んでしまった。

　さっさと逃げろ、と直感は警鐘を鳴らしているが、こうなったら勢いだ。方言丸出しでユカリは噛かみつく。

「人目のあるこんな場所でなにケンカ沙汰にしとるの!?　こっちは穏便に済ますつもりやったのに！」

「えー？　僕も穏便に済ませてるんだけど」

「どこがや!?　見ての通り、こっちのふたりは地べたに倒れとるげ！」

「でもケガはしてないでしょ？　五分も経たったら普通に立って歩けるようになるよ、潰すほど強くは蹴ってないから」

「アホか！　見ての通りケガして倒れとるが！」

　この非難はフェアとは言えない。

　手加減して蹴ったのはもちろん、目つぶしもあくまで怯ひるませるのが目的のアクション。用心棒ふたりが倒れたのは事実だが、『外傷なしで復帰可能』という意味では、ヒカルが全面的に正しい。

　そうこうしてるうちに人が集まってきた。

　ユカリは舌打ちして一瞬の判断、

「あーもーアンタ！　宮みや本もとサクラの彼氏！」

「はい」

「話が面倒になるで、あっち行っとれ！　あとはわたしが上う手まくやるで！」

「いいの？」

「ええからさっさと行け！」

「じゃあお言葉に甘えて。またどこかで会おうねユカリちゃん」

　手を振り、ニコニコ顔で、飄ひよう々ひようとした足取りで。宮本サクラの彼氏はケンカ沙汰の現場を去っていく。絶妙のタイミングと振る舞いだ。これだけ悪びれない態度を示されると、集まってきた人たちも咎とがめない、咎められない。しかも倒れている被害者ふたりは『いかにもそっち系』な風体で、去っていく加害者は人畜無害そうな高校生なのだ。

（あーもー！　何やの本当に！）

　野や次じ馬うまたちに「すいません何でもないです大丈夫です！」と弁明しつつ、用心棒ふたりをどうにか引きずり起こそうとしつつ、ユカリは歯は噛がみする。

　計算ちがいにも程がある。

　宮本サクラの彼氏があんなにケンカ慣れしてるとは……いやそれ以前にいきなりホテルに誘ってくるとか……そして後始末を引き受けざるを得ないこの流れ！

（覚えとりゃーせよあの男……この借りはぜったい返す！）

　顔を真っ赤にしつつ、リベンジを誓う蒼あお井いユカリなのだった。





　　　　†






「あれヒカル？」

　退散する途中でサクラと鉢合わせた。

「迎えにきてくれたの？　ていうかごめん、お手洗いに時間掛けすぎちゃって……なんかいろいろやってたらこんな時間に……」

「ああうん大丈夫。退屈はしなかったから」

「……なんかあった？」




　不審げな顔で、サクラはヒカルの背後をのぞき見る。

　先ほどまでヒカルを待たせていた場所で、何やら騒ぎになっている。人だかり。何人かはヒカルに視線を向けているようだ。

　その視線から概おおむね察した。




「ヒカル」

「はい」

「またケンカしたの？」

「それは誤解だよ。第一にそもそもあれはケンカじゃなかった。第二に『また』っていうほど僕はケンカをしてない」

「言い訳すんな」




　べしっ。

　問答無用で頭をはたく。

　それからヒカルの背中をぐいぐい押して。




「ほらさっさと行く。この場にいても得することないんだから。逃げよ逃げよ」

「うん。そうしよう」




　ふたり並んで階段を下り、エレベーターを下り、サンシャインを後にする。

　手慣れたコンビネーション。

　見る人が見れば、少なくとも初めて経験する逃走劇ではないと、すぐに見抜くだろう。事実、このふたりは似たような状況を何度か経験している。




「ねえヒカル」

「なにかなサクラ」

「いっこだけ確認するけど。悪いことはしてないよね？」

「してないしてない」

「ほんとに？　命賭ける？」

「ほんとほんと。命賭けてもいいよ」

「ふーん。じゃあ別にいいけど」

「僕からもサクラに確認。蒼あお井いユカリちゃんって知ってる？」

「え？　そりゃ知ってるけど」

「その子は友達だよね？」

「友達だよモデル仲間の。え、なんでヒカルが知ってるの？」

「まあいろいろあって。その子って、計算式は完璧に組めるのに、肝心の計算結果をミスるタイプの人？」

「あーうん確かに。そういうとこあるかもあの子。なんで知ってるの？」

「いろいろあって。これから仲良くできるといいねその子と。……そういうことならまあいいか。サクラの敵になる子だったら全力で潰そうと思ってたけど……根が善人っぽいもんね、あの子。放っておいても大丈夫かな」

「え、なに？　なにぶつぶつ言ってんのヒカル？」

「ただのひとりごと。さあ早く逃げよう、この場にいても得することはないんでしょ？」





　　　　†






　そして後日。

　とある撮影現場にて。




「宮みや本もとサクラ！」

「やっほーユカリん。どしたの得意げな顔して？」

「今日はあなたにとっておきの情報を教えてあげる！　あなたの彼氏だけど、実はとんでもない浮気者よ！　あなたは知らないでしょうけど！　あなたは知らないでしょうけど！　大事なことだから二度言ってやったわ！」

「いや知ってるけど」

「ええそうでしょう、知らないでしょう──って知っとんのかよ!?」

「そりゃまあ浮気者かどうかでいえば、完膚無きまでの浮気者でしょあいつは。同居してる美人のエロ三姉妹とお風呂も入ってるし」

「はあ!?　なんやその話!?」

「それも基本毎日」

「どんな状況やげ!?　意味わからんのやが!?」

「いろいろあるのよねー、あいつって。隙あらばエロいことしてるみたいだし、どっかに隠し子作ってないだけマシかな、っていう」




　ユカリは開いた口がふさがらない。

　宮みや本もとサクラはあっけらかんとしているが、世間一般の常識からしてかなりおかしな状況なのではないか。というか同居している美人のエロ三姉妹ってなんだ。どこかの成人向けコンテンツか。




「なのでまあ、ヒカルの浮気をいちいち気にしてられないっていうか、その程度のこと気にしてたら身が保もたないっていうか。……あ、でもそういうことか！　この間のデートの時に揉もめごとがあったのはユカリちゃん絡みってこと？　ちょっと困るよー、せっかくあの日はいい感じだったのに。何だかんだでデートの雰囲気じゃなくなって、早く帰ることになっちゃったじゃん」

「あ、うん。ごめんなさい」

「ていうかホント困ってるんだよね。約束の日まであと何日もないし、あの日のチャンスを逃したのは痛すぎるっていうか。完全にタイミング逃しちゃった感じでここから先どうしようっていう……あ、ごめん今のはこっちの話！　ていうか撮影始まるからそろそろ行くね！」




　行ってしまった。

　残されたユカリは呆ぼう然ぜんとその後ろ姿を見送り、やがてわなわなと拳を震わせる。




　ヒカルに振り回されるサクラ。

　そのサクラに振り回されるユカリ。

　弱肉強食というか食物連鎖というか、大自然の厳しさを痛感させるこの関係。




「宮本サクラ……それとあのスカした彼氏……覚えとれよお前ら、絶対いつか吠ほえ面づらかかせたるでな……！」





　　　　†






　そんなこんなで。

　蒼あお井いユカリのリベンジの誓いがますます燃え上がった、という次第。





第七話







　その日、宮みや本もとサクラは夢を見た。





　　　　†






　見知らぬ世界だった。

　日本ではない。おそらく地球ですらない。

　炎と氷、高波うねる大海原。見上げても見上げても果てのない、壁のような大たい樹じゆ。

　世界は楕だ円えんと球を足して割ったような形を取り、そも上下左右の概念がない。




（……んー。どこだここ？）




　見知らぬ世界。

　だけどくり返し見た景色にも思える。




　意識を飛ばしてみた。

　飛ばす、というのは文字どおりに飛行である。上下左右の概念がないくせになぜか飛ぶことはできるのだ。すなわち、根底の概念そのものからして別世界、ということか。




　サクラはびゅんびゅんと飛んでいく。

　流れていく景色。

　深山幽谷、あるいは絶海の孤島、さらには南極やら深海やら、たまにドキュメンタリー番組でその手の映像を見ることがあるが。あれのスケールを百倍ぐらいにした摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景が、みるみる背後に流れていく。

　だが生命の息吹を感じない。

　絶景でありながら心を震わすもののない、ひどく無機質な世界だ。




（おっ？）




　はるか遠くに何かが見える。

　戦いくさの気配。

　サクラは半ば本能的に意識をそちらに向ける。




　巨人だ。

　やたらと図ずう体たいのでかい、四肢と胴体と頭らしきものを持った何か。

　光のような闇のような、個体のような流体のような──ぼんやりとした輪郭。

　これまたどこかのドキュメンタリーで見たことがある。海中で大発生するプランクトンの塊が、様々な捕食者に襲われながらも、ゆらりゆらりと軟体状の形を保っている光景。あれにヒトの形を与えたら、この巨人の印象に近いかもしれない。




　誰かが巨人と戦っている。

　まさしくプランクトンの塊を食いちぎっていく魚のごとく、俊敏に飛び回り、勇ましく立ち回っている小さな影。




（あれえ？）

（三姉妹じゃん、あれ）




　しかり。

　純白の翼をはばたかせ、杖つえと弓と剣をふるい、巨人と奮戦しているのは。

　ウルズとベルザンディとスクルド、時と運命を司つかさどる女神の三姉妹に他ならない。




　やがて戦いの趨すう勢せいは決まった。

　巨人は見る間に形を失い、地響きのごとき咆ほう哮こうをあげて大地に倒れ込んでいく。

　倒れ込んでいくそばから、巨人の身体からだは霞かすみのごとく消きえ失うせてゆき、あとには初めから何もなかったかのような静寂が訪れる。




　三姉妹が光に包まれた。

　光が消えた後に残されたのは、黒ギャルっぽい少女。

　その少女と目が合った。

　少女はちょっと驚いたように目を丸くし、そしてサクラに向かって手を振ってくる。




「やっほーロキ。こっち来てたんだ、的な？」





　　　　†






　そこで目が覚めた。

　覚めたその瞬間から記憶が失われていく。まさしく瞬く間に。あくびをひとつする間にも、手のひらですくい上げた水のようにこぼれ落ちる。




「ん～……？」




　寝ぼけ眼をこすりこすり、サクラはベッドから半身を起こす。

　時計を見上げると、時刻は午前三時。




「まだこんな時間じゃん……寝よ寝よ」




　そして再び布団をかぶる頃、後には何も残らない。

　一炊の夢、邯かん鄲たんの枕。

　壮大な光景は、ドキュメンタリー番組の一場面に等しく。

　サクラの記憶にほんのわずかな爪痕だけ残し、大脳新皮質の秘奥に埋もれていく。





第八話







　仮想ラグナロク空間に現れた宮みや本もとサクラ──ロキが、ふたたび消えた。




「ん。消えたかー」




　ノルンはあごを撫なでながらひとり呟つぶやく。

　世界には彼女ただひとり。

　ここは現代と並行して存在するかつての神話世界──ではない。

　世界を滅ぼす災厄、その化身たる巨人を顕現させ、同時に封じ込め討伐する。そのためだけに構築されたかりそめの空間である。

　仮想ラグナロク空間と、神話世界。

　見た目は似ているが根本が異なる。

　同じ光景を高性能デジカメで写したものと、絵筆の点描で写したもの。元は同じものだが、同じ物差しで測る人は少数派だろう。その程度には違いがある。




「やれやれ。……よっこらせ、っと」




　ノルンはその場にあぐらを掻かく。

　一瞬だけ現れて消えた、かつての知己──悪神ロキの姿を視線が追う。むろん追ったところで姿は捉えられぬ。今しがた視界に捉えたモノはうたかたの幻影に等しい。あるいは残像とでもいうべきか……もしくはノルン自身の裡うちより立ち現れた幻覚であるかもしれないが。

　いずれにせよ意味はあるまい。

　ロキの覚醒までまだ時間はあるはずだ。今のノルンはただ『掃除屋』としての役目を黙々と果たし、その時が来るのをただ待つのみ。




「損な役回りだよなー」




　と言ったのはノルンではない。

　彼女の背後に突如として現れた何者かが発した言葉だ。

「ありゃ。トールっちもこっち来てた的な？」

「来てたっていうかまあ、たまたまね」

　トール──北欧神話における雷神の名で呼ばれたその少女は、ノルンの横に並び立って言う。

「時と運命の女神って言えば聞こえはいいが、何もかも見通せるってことはあらゆることに責任を持つ、ってことでもあるだろ？　いるんだよな世の中には、余計な苦労を好んで背負いたがるヤツってのが」

「まあ仕方ないっしょ？　他にできる人もいないんだし的な」




　もし仮に、この場に宮みや本もとサクラがいたならば──先ほど幻影として現れた彼女であれ、現世側の彼女であれ──きょとん顔でこう言っただろう。

『あれタクミんじゃん』

『ノルンと一緒に何してんの？』

　……と。




　長なが沢さわタクミ。

　雷を司つかさどる存在として知られ、広く民草の崇拝を集めた神の、現世における名だ。




「なあノルン」

「んー？」

「ロキとオーディンにはもう話してあんの？」

「何を？」

「放っておけばあっちの世界現世が滅びるってこと」

「うん。それは話してる」

「そろそろヤバいんじゃね？」

「んーどうかな。オーディン様の封印はぜんぜん解けてないけど、ロキの封印はもっと解けてないし。状況はまあ五分五分ってところだし」

「さっき来てたじゃんロキ」

「あれはしゃっくりみたいなものだし。もしくは赤ちゃんの胎動みたいな？」

「それってぼちぼち生まれそうってことじゃん。やっぱヤバいよなー」

　言って、トールはノルンの隣にあぐらを掻かく。

「なあノルン」

[image: ]

「何だし？」

「オマエさ、あんまひとりで抱え込むなよ？」

「ありがとだし。でもこれはウチの仕事だし的な？」

「つってもオマエ、ずたぼろじゃんか」




　傷だらけだ。

　ノルンの身体からだのあちこち。出血多数、打ち身の類は数知れず。骨も何カ所か折れてるだろう。ついでに左足は向こうずねのあたりで千切れかけている。




「まあしょうがないっしょ」

　肩をすくめるノルン、

「ウチはそもそもバトル専門じゃないし。この程度で済んでるなら御の字っていう」

「ザマぁないよな。ウチだったらそんなことにならねーのに」

「だよねー。トールっちはガチのバトル系だし。でも残念ながら今回はトールっちの仕事じゃない的な」

「まったくだ」

　自分の髪をわしゃわしゃ掻かきむしるトール。

「ウチトールもあっちの世界じゃ、記憶を失ったモブのひとりだし。ここでこうしてクダ巻いてるウチはそれこそしゃっくりでしかない……まったく、オーディンも妙なこと考えつきやがる。並行世界でロキと結ばれれば、その結果がラグナロク最終戦争にフィードバックされる？　そんな簡単にいくもんかねえ」

「簡単にはいかない的な。無む茶ちやだし無理もしてるし、その歪ゆがみの結果が仮想ラグナロク空間に現れる巨人なわけで」

「それで対症療法か。断続的に湧いてくる巨人を逐一つぶしていくと……まさしくシラミつぶしってやつだな。気が遠くなる」

「そこはほら、ウチは時と運命を司つかさどる神だから。気の長い作業は得意だし的な」

「ノルンもよく受けたよな、こんな損な役回り。どうせずっとは保もたないんだろ？」

「まあねー。この世界構造を企画・設計したオーディン様にも、そろそろ影響が出てくる頃だし。パラダイムが変わってくるかなあ、そろそろ。的な？」

「なんにせよさ」

　わしゃり。

　トールはふたたび髪を掻きむしる。

「ちょっとばかりオマエは孤独すぎる。ノルンがおちゃらけてるのを見ると、ウチは胸が痛くなってくるんだよ。頼れるヤツがいないんだから仕方ないけど、それでも愚痴を聞くぐらいなら付き合うからな？　そのことは憶おぼえとけよ？」

「カッコイイー。さすがトールっち、女の子に生まれ変わってもイケメンだし」

「茶ちや化かすな」




　そう言うと同時にトールは消えた。

　もとより此方こちらはうたかたの世。文字どおり水面みなもに浮いた泡のごとく、たゆたっては消えるもの。言葉はもとより、存在そのものもまた。




「──ありがとうございます、トール」




　そしてノルンが呟つぶやいた言葉もまた、誰に聞かれることもなく、仮想ラグナロク空間の虚空に飲まれて消える。





第九話







　約束の一週間が経たった。

　結果は出なかった。





　　　　†






「ほんっっっっと、すいませんでした！」




　宮みや本もとサクラは土下座していた。

　いや実際には土下座ではないのだが、それは土下座に限りなく近い何かであった。

　頭を下げた背中の角度といい、腰のあたりでピシッと伸ばされた腕といい、最上級の謝罪体勢と呼ぶにふさわしい。億単位の損失を出した新入社員が上司に平謝りする時、こんな姿勢になるのではあるまいか。

「大きな口を叩たたいといてこの体たらく、弁解の余地もありません。謹んでお詫わびいたします……」

「うむ」

　厳かに頷うなずいたのは父、宮みや本もとタツヤである。

「サクラに確認する。〝形で示す〟とお前は言ったね」

「言いました。あたしがヒカルのことを好きだって気持ちを、形で示すって」

「それも、誰にも文句を言われない形でだ」

「はい」

「口では何とでも言える──とまでは言わないが、時に言葉はあっさりひっくり返されるのも事実だ。だからパパは具体的な形を見せてほしい、と言った」

「はい。言いました」

「ヒカルくんとの付き合いはもう十何年にもなる。家は隣同士だし、学校にも毎日いっしょに通っている。遠距離恋愛でめったに会えないというならともかく、一般的な価値基準に照らして決してハードルが高い条件とは思わない」

「はい。そう言われても文句は言えません」

「気持ちは確かでも、心が未熟なのは明らかだ。同どう棲せいがまだ早いこと、わかってもらえたかい？」

「……はい」




　完膚なきまでの大敗北だった。

　池いけ袋ぶくろでのデートで進展がなかったのが悔やまれる。出だしが好調だっただけに、あそこで収穫なしは痛かった。一事が万事──と言い訳したくはないが、あれ以降、完全に出鼻をくじかれた形になり、何をやっても上う手まくいかなかったのだ。

　もとより、自分から言い出した同棲ではない。

　売り言葉に買い言葉だったのも認める。そもそも乗るべきじゃなかった挑発なのも確かだし、高校生の娘に親が持ち出す提案でもないと思う。

　それでもだ。

　それでも悔しいのだ。自分の想おもいを証明できなかったことが。

　恋は相手あってこそ。自分だけでなく、ヒカルをも貶おとしめてしまったような、そんな気がして歯は噛がみするのだ。




（……いいもん）

（ぜったい証明するもん。近いうちにぜったい）




　頭を下げつつもサクラの決意は固い。

　天性のヘタレだって、やる時はやるのだと見せつけてやろう。

　そもそも誰も損をしないことなのだ。ヒカルとは両りよう想おもいで、正式にお付き合いしていて、プロポーズまでされていて、親の公認もあり、おまけに世界を救うためという大義名分まである。これで結果を出せなければヘタレどころの騒ぎじゃない。無能、もしくは不能のレッテルを貼られてしまう。そうなってはもう面子メンツの問題ではなく、人としての尊厳にも関わってくる。

　宮みや本もとサクラ、十六歳。

　静かに誓いを立てる春の一日なのだった。




「ところでサクラにプレゼントがある」

　……と、話はここで終わらない。

　やぶから棒に父が何かを取り出した。

　白い封筒だ。果たして中身は？

「温泉旅行の一泊二日ペアチケットだよ。ヒカルくんと楽しんできなさい」

「……はい？」

「正直なところ、サクラがすぐに結果を出せるとは思ってなかったからね。こんなこともあろうかと用意しておいたんだ。ヒカルくんと恋人になることも、関係を深めることも大いに結構。パパもママもサクラの恋を全力で応援する。悔しい思いの丈を、旅行先で存分に晴らしてくるといい」





　　　　†






　長なが沢さわタクミに電話で相談してみた。




『……サクラの親御さん、ぶっ飛びすぎじゃね？』

「反論の余地がありません、はい」

『で？　行くの温泉旅行？』

「いやー……どうなんでしょ？」

『ハッキリしねーな』

「いや最初はね、すっごい嬉うれしかったの。だってヒカルとふたりで温泉旅行だよ？　しかも両親公認だよ？　こんなおいしいシチュエーション他にないでしょ？　もうね、天にも昇る気持ちでしたよ。パパママ大好き愛してる、サクラはこの機会に大人になってきます！　って思ってましたよ」

『じゃあ行くってこと？』

「いやそれがさ、よくよく冷静に考えてみたらさ。いくらなんでも二人きりで温泉旅行は早すぎるんじゃないか、って結論に至りましてですね……」

『うわ出たよヘタレ。そんじゃもう結論出てるじゃん。ハイハイもうこの話は終わりね、解散解散』

「ちょっと待ってタクミん話を聞いて！　だってさ、あたしとヒカルってちゃんと手を繋つないだこともないんだよ？　正式なデートもこの間が初めてだったんだよ？　そんな二人がさぁ、いきなり二人だけで温泉旅行ってさあ、どう考えても……ねえ？」

『だからこそご両親が用意してくれたんじゃねーの？　オマエが結果出せないことを見越してアシストしてくれたんだろ？』

「それはそうなんだけどお……」

『よし。じゃあ想像してみろ』

「想像？」

『大おお神がみヒカルと温泉旅行。いわゆるイメージトレーニングだな。ウチもバレー部の試合がある時はよくやってる』

「ふむふむ」

『具体的にはそうだな……今の時期は春で、そろそろ初夏に入ろうかって頃だ。新緑がきれいで気候も穏やか。梅雨に入る前のベストシーズンだよな』

「うんうん」

『でかくて有名な温泉地だからスレてるところもあるけど、それでもおしゃれで小ぎれいな店はある。たとえば地元の特産品を使ったソフトクリームなんかも売ってる」

「あ、いい。それいいねタクミん」

『ソフトクリームを舐なめながら温泉地を散歩する。天気は良くて風もない。小鳥のさえずりが聞こえる。小川のせせらぎなんかも届いてくる』

「なんだかその光景がまぶたの裏に浮かんできたよ。タクミんすごいね」

『当然、この時点でもう手は繋いでる』

「えっ!?　展開早くない!?」

『アホか。泊まりがけの温泉旅行だぞ？　とにかく手を繋いで歩く。シチュエーションがいいから雰囲気も盛り上がる』

「えっ、えっ、なんか緊張してきた。ヒカルと手を繋つないで温泉地を散歩？　えーめっちゃテンションあがる！」

『そこらをぐるっと散策して宿に戻ってくる。この時点では既に腕を組んでいる』

「え、うっそ！　そんなところまで進んじゃうの!?」

『ついでに、しなだれかかるように寄り添ってもいる』

「えーっ!?　もう大人じゃんそれ！　早くない？　さすがに早くない？」

『温泉旅行に二人で行ったら十分に大人だ。……さて、ここまではほんの序章に過ぎない。むしろ本来の目的を達成するための空気づくり、いわば足固めだ。シチュエーションは昼だからまだ時間は早い。だが燃え上がった気持ちを前にしては、時間の早い遅いは些さ細さいな問題だ』

「と、言いますと？」

『温泉宿にはだいたい貸切の風呂がある。それを使う』

「ま、まさかそれって……？」

『そのまさかだ。大おお神がみヒカルと二人で貸切の風呂に入る』

「きゃーっ!?　えーうそきゃーっ!?」

『ロケーションは森の中にあって、木漏れ日がやさしく降り注いでいる。しめった土の香りと緑の葉っぱの香りがして、湯煙に混じってほんのり温泉のにおいも漂っている』

「うんうん。盛り上がってまいりました！」

『貸切の風呂だから脱衣場はひとつしかない。当然、着替えは同じ場所だ。きっと二人はお互いに背中を向けて着替えをするだろう。……さあ想像するんだ。オマエが着替える音は大神ヒカルに筒抜け。さらり、するり。ブラウスが脱げて、スカートも脱げる。さらり、するり。下着もぜんぶ脱げて素っ裸だ。大神ヒカルはそれをぜんぶ背中で感じてる。興奮はもう最高潮だ』

「えーっ!?　ホントかな!?　ホントにそうかな!?」

『男なんてみんなケダモノだ。冷静でいられるわけねー。アイツは間違いなく欲情してる。何なら鼻息も荒くなってる」

「え───っ!?　ホントにホントに!?」

『もちろんホントだ。だってサクラは可愛かわいいからな』

「え─────っ!?」

『さあいよいよ本番だ。タオルなんて無粋なもので身体からだを隠すなよ？　そいつは日本文化への敵対行為だ。まだ真っ昼間だから暗闇でごまかされることもない。オマエのご自慢のボディはつぶさに大神ヒカルの目にさらされる』

「ひえ───っ!?　ちょっと待ってタイムタイム、ちょっと休憩とらせて！　興奮しすぎて頭カッカしてきたから！」

『待たない。もちろん大おお神がみヒカルも待ってくれない。風呂に入るまで待つこともできない。その場でガバッ！　と抱き寄せてくる』

「えええ─────っっっ!?」

『そしてそのまま押し倒す』

「うっそ、ええええ───っ!?　や─────っ！」

『問答無用でくちびるを奪う』

「んＮＯおおおおお─────────ッ！」

『ヤツの手がオマエの身体からだをまさぐる動きをみせる。ほっぺたから首筋をつたって胸元へ。おなかを経由してさらにその下へと──』

「※☆▲◇〒◎◆────ッ！」




　かしましいことこの上ない。

　もとより女子トークに意味などない。九分九厘、舌と唇を動かす娯楽でしかない。

　女子高生ふたりの妄想は、とどまるところを知らず続いていく。




『……ふむ。まあこんなもんか』

「……だね。気づいたら一時間ぐらい話してたね」

『どうよ？　温泉旅行のイメージはついた？』

「うんついた。さすがに老後の生活にまで想像の翼を羽ばたかせるのは、やりすぎだった気はするけど」

『念には念を入れて先読みをしておく。それが恋愛のコツだ。おいしいシチュエーションでおいしいことする心の準備ができただろ？』

「うーん……できたはできたんだけど、やっぱりまだ不安が残るといいますか。むしろ不安だらけといいますか」

『おま、ここまで話に付き合わせといてその体たらくなの？』

「ねえねえタクミん。温泉旅行さ、タクミんも一緒に行ってくれない？」

『はぁ？　オマエ正気か？　せっかく二人きりの旅行なのに、ウチが付いてったら意味ねーじゃんか』

「そうなんだけどぉ、やっぱり不安っていうかぁ。ほらあたしって恋する乙女だしぃ、自信はあってもやっぱ一抹の不安があるみたいなぁ」

『うざっ。あーもー付き合いきれん、電話切るぞ？』

「待って待って待って！　もうほんと一生のお願いだから！　タクミんだけが頼りだから！　人助けだと思って！　お金ならあります！」

『金はいい。自分の旅行ぐらい自分の金で行く。……ハア、しょうがねー、本末転倒だと思うけどウチも付き合ってやる。でも覚悟しとけよ？　ウチが付き合うからにはチキンな結果は許さねーからな？』





　　　　†






　というわけで、長なが沢さわタクミが旅の仲間に加わった。

　しかし不安はまだ残る。自称・恋する乙女の不安はその程度で消えたりせぬ。

　追加の援軍を求めるべく、サクラは次なる電話をかける。




『は？　正気ですか？』

　にべもない反応だった。

　相手は蒼あお井いユカリ。モデル仲間の友人である。

『なぜわたしがあなたの旅行に付き合わなければいけないんですか。しかも彼氏との温泉旅行？　二泊三日？　肉体関係を結ぶ予定あり？　寝言は寝て言ってください。もう電話切りますよ』

「待ってユカリん！　話を聞いて！」

『聞く話なんてありません。というかあなた、ちゃんと自覚あります？　わたしはあなたのライバルなんですよ？　なぜ敵に塩を送るような真ま似ねをしなきゃいけないんですか。それとこの程度の話はＬＩＮＥで済ませてください』

「ＬＩＮＥしたらぜったい既読無視するじゃん！　ねえねえお願い、ライバルだからこそ聞いてもらいたいの！　ライバルと認めてるからこそ！」

『わたしをライバルと認める？　……ふ、ふん、ようやくあなたもわたしの実力を認めてくれたってことね』

「うんうん！　だってユカリんは枕営業が上手だし！　ディレクターと温泉旅行とかよく行ってずるい仕事もらってくるから、参考になる話たくさん聞けると思って！」

『悪口やげそれ!?　もういい電話切る！』

「待って待って！　ホントにピンチだから！　マジで困ってるからホントに！　一生に一度のお願いなので、一緒に温泉行ってください！」

『……ふん、本当にいいんですか？　言っておくけどわたし、その旅行に同行したら、あなたの彼氏に全力でモーションかけますから。せっかくの晴れ舞台が泣きっ面に蜂になったとしても責任は持てませんよ？」

「あーうん、そうなったらそれはそれでいいんじゃない？　あたしの力不足ってことだし、ヒカルも基本まあそういうヤツだし」

『……その余裕がマジでれムカつくて……いいですわかりました、そこまで言うなら一緒に行きましょう。本気の本気で寝取ってやりますから覚悟してください。言質は十分に取りましたし、どうなっても知りませんからね？』





　　　　†






　というわけで、蒼あお井いユカリも旅の仲間に加わった。

　しかし不安はまだ残る。自称・恋する乙女の不安はその程度で消えたりせぬ。

　追加の援軍を求めるべく、サクラは次なる電話をかける。




『おっけー♪　行くし行くし♡』

　ふたつ返事だった。

　予想はしていたが、時と運命の女神・ノルンの回答はまさに一瞬。話が早い。

『そーゆーことならウチらの出番っしょ的な。任せとくし、あの手この手を使ってばっちりアシストするし』

「あ、うん、まあ。その辺はほどほどで結構です」

『えー？　ウチらがついてくからには当然、そっち方面は全力でやることになるっしょー？　それが嫌なら誘わない方がいいし』

「うんまあねー。そういう手もあるんだけどねー。ノルンを誘わない方が余計な波風は立たないだろうけどねー」

『だったら何でウチらを誘うし？』

「そもそも保護者がいないと温泉宿に宿泊できない、ってことに気づきました」

『あは☆　なるほど』

「ていうかどうなの神様って？　年齢どうなってんの？　保護者として成立するの？」

『一番上のウルズは二十歳超えてる設定になってるから、だいじょうぶだし』

「いや設定とか言われても。免許証とか持ってるの？　戸籍の登録はある？」

『サクラっち。それは愚問だし』

「なんで？」

『だってウチら神だから。どうとでもなるしそういうの。各種免許はその日のうちに発行できるし、書類の届け出は順番待ち必要ないし、税金はすべて免除だし。神の権能を使えばそんなの一発だし』

「便利ね神の権能……でもちょっと地味ね……」

『今回はめっちゃ重要な案件だから、神の権能を使うのもためらいないし。みんなと温泉旅行いくのも単純に楽しみだし。誘ってくれてありがとね的な♪』





　　　　†






　というわけで後日。

　サクラとヒカルは温泉旅行に出発した。

　参加メンバーは、




　宮みや本もとサクラ

　大おお神がみヒカル

　長なが沢さわタクミ

　蒼あお井いユカリ

　大神珂か子こ

　大神依い真ま

　大神美み來らい

　藤とう堂どうライタ

　剛ごう田だリキヤ




　以上の九名である。





　　　　†






「──なんでよ!?」




　サクラは叫んだ。




「これただの団体旅行じゃん！」




　旅行当日。

　ＪＲ東京駅、15番線ホーム。

　ずらりと並んだ参加者を前に、サクラは頭を抱える。




「タクミんは問題ない！」

　何せ最初に誘った。

　戦力としても頼りになる。むしろ居てくれないと困る。




「ユカリんも問題ない！」

　何せ二番目に誘った。

　表向きはそっけない態度の彼女だが、何だかんだで友達である。いわゆるツンデレというやつで、最後には手を差し伸べてくれるだろう。ヒカルにちょっかいを出す宣言をしているものの、今さらお邪魔虫がひとり増えたところで気にならない。




「三姉妹は──ギリ、ＯＫ！」

　誤算その一だ。

　サクラとしてはつい、三姉妹＝ノルンでひとりと数えていた。実際、三姉妹はひとりにまとめて来てもいいはずだった。

　だが結果は見てのとおり。三姉妹は珂か子こ、依い真ま、美み來らいのそれぞれで旅行を満喫するつもりらしい。気持ちは分かる。いくら三人でひとりと言ったって、それぞれに個性もあるし思惑もあろう。ひとりずつで行きたいと言われればノーとは言いづらい。アシストをお願いしている弱みもあれば、主催者として誘った責任もある。




「でも藤とう堂どうライタ！　アンタはない！」

　なぜコイツがいる？

　ヒカルの友人、それはわかる。わかるがなぜだ。サクラが誘ったわけでもなければ、サクラの役に立つわけでもない。これはサクラがオンナになるための旅行。ヒカル以外の男はお邪魔虫以前の問題だ。

「そない言われてもなあ」

　しかし藤とう堂どうライタに悪びれた様子はない。

「『いろんな人が参加するからライタくんも一緒に行けるんじゃないかな』ってヒカルに誘われてん。いわばオレは正式なゲストや。いちおうクラスメイトやし知らん仲でもないし、そない全力で拒否ることはないんちゃうの？　オレ傷ついてまうわ」

「うっ……そんなしょんぼりされると罪悪感が……そうね、確かにそうよね、あたしもちょっと言い過ぎたかも──」

「まあオレが参加することをサクラちゃんに言ったらぜったい拒否られるから黙っとけ、っていう入れ知恵はしといたけどな」

「お・ま・え！　マジかよマジですか!?　邪魔するつもり満々ですか!?」

「人聞きの悪い。オレの本命はむしろサクラちゃんやで？　せやけどヒカルと恋人として付き合い始めた言うから、こっちは大人しく身を退ひいた立場やっちゅうねん。何なら今からでもサクラちゃん狙いで通したいくらいなんやでホンマは」

「え、あ、そうなの？　なんかスイマセン、気を遣わせちゃってるみたいで……」

「まあおかげさまで今は美人の三姉妹ねらいや。前々から紹介してってヒカルに頼んでたんやけど、温泉旅行っていうまたとない機会がめぐってきてホンマにラッキーやで。企画してくれたサクラちゃんには感謝＆感謝の雨あられやわ」

「……いやー、オススメはしないけどね三姉妹は。ちょっと普通じゃないし」

　まあいい。

　サクラも複数のメンバーを誘った立場だ。ヒカルにだって付き合いはあろう。ひとりぐらい友人を連れてきたところで文句をつけられない。ここは前向きに考えねば。三姉妹が何かやらかそうとした際に、藤堂ライタが彼女たちの注意を引きつけてくれるかもしれない。上う手まく利用すれば使い道はあるはずだ。

　なのでよし。

　藤堂ライタはぎりぎりのぎりぎりでＯＫ。渋々ながら認めよう。

　だが──




「ちょっとリキヤさん!?　なんで普通の顔してここにいるんですか!?」

　身長１８５センチ体重98キロの巨漢に向かって、サクラはかみつく。

「なんでって言われてもぉ」

　剛ごう田だリキヤはクネクネとしなをつくって、

「みんなで温泉旅行ってなんだか楽しそうだな、って思ってぇ。それにアタシ最近オフ取ってなかったからぁ、ちょうどいい骨休めになるしぃ」

「そういう話は聞いてません！　別に誘ってもないし旅行の話すらしてないリキヤさんがなんでここに居るのか、って聞いてるんです！」

「ああそれはね、ユカリちゃんがポロッと話をもらして」

　なんやと!?

　サクラは下手人をキッと睨にらみ付つける。

　ユカリはわざとらしく口笛を吹いてごまかそうとする。

「まあまあいいじゃないのサクラちゃん。旅の仲間は多い方が楽しいわよ？」

「それはリキヤさんが言うセリフじゃないです！」

「それにねえ、女が六人に男が二人じゃバランスが悪いじゃない。アタシが加わって六対三になった方がなにかと都合はいいでしょ？」

「リキヤさんが居る方がバランスおかしいですよ、年齢的にも見た目的にも！　それとこういう時だけ自分を男に数えないで！」

「アタシがいれば保護者役もバッチリよ」

「ひとりでいいんですそのポジションは！」

「んもー、カタいこと言わないの。せっかくの団体旅行なんだからアタシひとりぐらい増えたっていいじゃない」

「だから団体旅行じゃないんですってば！　あたしとヒカルの恋人旅行なんですよ、元はといえば！」




　地団駄を踏むサクラだった。

　計算ちがいにもほどがある。ひとつのボタンのかけちがいが、雪だるま式に災厄を招くこの構図。己の不徳を嘆くより他ない。




「僕はいいと思うな」

　そう言ったのは誰あろう、大おお神がみヒカルである。

「たまにはこんな大勢で旅行に出かけるのもいいじゃない。修学旅行の予行演習みたいで楽しいと思うよ？」

「……あんたはいいわね、気楽な立場で」

「ん？　旅行は気楽に楽しむために行くものでしょ？　サクラにはそれ以外の目的が何かあったりするの？」

「うぐっ!?　ええとまあそれはつまり」

「つまり？」

「……乙女の秘密ということで、深入りせぬようお願いします」

「ふうん？　それならそれでいいんだけど。せっかくこうして色んな人が集まってくれたのに、まさか今さら帰すわけにもいかないんだから。そもそも論の話はおいといて、この状況をなるべく楽しむ方法を考える方が前向きなんじゃないかな？」




　真理、正論。ぐうの音も出ない。

　でもいま聞きたいのはそういう言葉じゃない。

　サクラは慰めてほしかった。

　今日という日をドキドキしつつ、ワクワクしつつ、一日千秋の心持ちで待ちかねてきたのだ。その乙女心が不作法かつ無遠慮にクラッシュされた傷心を、かなうことならヒカルと分かち合いたかった。

『ひどくない!?』

『うんうん、ひどいよね』

『おかしくない!?』

『うんうん、おかしいおかしい』

　みたいな感じで同意してほしかった。

　笑わば笑え。面倒くさいのは百も承知。

　だが宮みや本もとサクラは十六歳の女子高生である。乙女心を発揮するのに何の遠慮があろう。

　しかも付き合い始めてまだ一ヶ月と経たっていないのだ。ちょっとぐらい甘えた気持ちがあったって、許されてもいいではないか──




「まあでもあれだね」

　そんな内心を知ってか知らずか。

　ヒカルは笑ってこう言った。

「いざとなったら、僕とサクラの二人で旅行を抜け出せばいいんじゃないかな。いわゆるエスケープってやつ？　そうすれば元々のコンセプトどおり、僕らふたりでの旅行になるわけだし」

「ヒカル……」

「それにみんなで旅行するのも楽しいだろうけど、僕はサクラと二人の旅行の方が楽しいと思うしさ」

「ヒカルー！」

　ヒカルに気遣われてサクラはあっさり感激し、機嫌を直すのだった。




「……なんかうざいバカップルがいるぞ。血祭りに上げたい」

「ホンマになー。つってもオレらはそのバカップルの旅行にくっついてきてる立場やし、バカップルが何をしようと口を出すのはお門違いやけどな」

「それはまあ、そうなんだけど」

「ま、本来の目的どおりアシストに徹するのがええんとちゃうか。オレは別に頼まれとるわけやないけど、親友の恋仲が進展するのに力を貸すのはやぶさかやない。一緒にがんばっていこうや、タクミちん」

「ウチはウチで勝手にやるからアンタのことは知らない。てゆーか馴なれ馴なれしく呼ばないでよね、クラスは一緒だけどアンタとはろくにしゃべったこともないんだし」

「これを機会にたくさんしゃべったらええやん。ていうかオレ、タクミちんと仲良くしたいと前から思っててん、今日はめっちゃチャンスやと思てんねん」

「アンタが来るって知ってたら、サクラの頼みでも旅行に来なかったっつーの。アンタってチャラくて軽くてウザいし」




　何やらバチバチとやり合っている、タクミとライタ。

　一方の三姉妹は、




「ついにこの日が来たわ！」

「ええ来ましたわ珂か子こ姉さま！」

「うんうん来ちゃったね！」

「わたし温泉旅行って初めてなの。だってわたしたちが生まれ変わったのって最近のことじゃない」

「ええ、最近のことですわ珂子姉さま」

「神だから知識はあるけど、経験はないんだよね～。ねえねえ珂子お姉ちゃんに依い真まお姉ちゃん、温泉に行ったら何をやりたい？」

「もちろん温泉に入るわよ！　だって温泉旅行ですもの！　依真は何をやりたい？」

「わたくしはエステに興味がありますわ」

「あらあなた、今でも十分にお肌つやつやじゃないの。ここからさらに上を望むの？」

「もちろんです。美しさを保つ秘ひ訣けつは、日々のたゆまぬ努力。せっかくの機会ですもの、マッサージですとか、オイルテラピーですとか、存分に施してみようと思います。わたくしのお肌つやつやボディを、もっとつやつやにします」

「まあひどい！　姉のわたしをおいて、依い真まだけ先に行こうというの!?　そんなことしたら、わたしとの設定上の年齢差がますます開いちゃうじゃない！」

「諦めてくださいお姉さま。設定上、わたくしの方がぴちぴちのぷるんぷるんになるのは仕方ないのです、悔しければ神の権能を使ってなんとかしてくださいな」

「ねえねえお姉ちゃんたち、ところでぼくは温泉まんじゅうがいいです！　たくさん食べたいな、温泉まんじゅう、温泉まんじゅう♪」

「こんなところで神の権能を使うなんて、ダメに決まってるじゃないの。いいわ、依真がそういうつもりならわたしにも考えがあるわ。わたし、温泉めぐりをします」

「まあ！　温泉めぐり!?」

「温泉地には温泉宿がたくさんあるでしょう？　でも宿泊できる宿はひとつだけでしょう？　つまりせっかくの温泉旅行に行っても、入れる温泉はひとつだけでしょう？」

「ええそうですわね、理論上そうなりますわね」

「だけどこの現世には、日帰り温泉プランというものがあるのよ！」

「まあ！　日帰り温泉プラン!?」

「宿に泊まることなく、宿の温泉風呂を楽しめるプランでね。安いお料金でサッとお風呂に入って、サッと出ることができるの」

「つまり、いろんな温泉宿のお風呂をハシゴし放題、というわけですか!?」

「さすが依真、呑のみ込こみが早いわ」

「なんという恐るべき発想でしょう！　産業革命もかくやという人類の大発明！　神をも凌りよう駕がする知能指数の高さ、と言っても過言ではありませんわね！」

「でしょう？　だからわたしは日帰り温泉プランを楽しむわ。依真はせいぜいエステを楽しんで、ひとりだけお肌つやつやになりなさいな」

「そんな、ずるいですわ珂か子こ姉さまだけ！　わたくしだって日帰り温泉プランを楽しみたいのに！」

「ダメよそんなの、温泉旅行で楽しめるのはどちらかひとつと決まっているもの。断腸の思いでどちらかひとつを選ぶしかないのよ」

「そんな！　なんという運命の過酷さなのでしょう！」

「ええそうよ過酷なの、ラグナロクもかくやという、とってもつらい運命が待ち構えているの。わたしたち三姉妹は、力を合わせてこの難局を乗り越えていくしかないの」

「珂子姉さま！」

「依真！」

「ねえねえ、二人で涙ながらに抱き合ってるそこのお姉ちゃんたち。そんなことよりぼく、温泉まんじゅうが食べたいな！　できたてのあったか温泉まんじゅう、食べたいな食べたいな！」




　……相変わらずフリーダムだった。

　まあこの三人は一種の妖精なので、とりあえず放っておいていいだろう。わりと普通に神の生まれ変わりという前提で会話を進めているが、他の連中は誰も気にしてないようなのでよしとする。

　さらにもう一方、蒼あお井いユカリと剛ごう田だリキヤの二人はどうかというと、




「ちょっとリキヤさん!?」

「なあにユカリちゃん」

「リキヤさんのせいで、宮みや本もとサクラに睨にらまれたじゃないですか！」

「ええ～？　アタシのせいにするのぉ？」

「いやあなたのせいでしょう!?　ワタシがポロッと温泉旅行の話をしたのに食いついて、食い下がって、ワタシが断固として拒否したら『連れてってくれなきゃアナタの髪を切る時にハサミじゃなくてバリカンを使うわ』とか言っておどして！」

「あらそんなこともあったかしら？　歳のせいか近ごろ物忘れが激しくて」

「いつもは『アタシまだ三十五歳だから』とか言ってるでしょう！　いくらカリスマスタイリストだからって、ひどいと思います！」

「まあまあユカリちゃん、落ち着いて」

「パワハラ！　恐喝！　犯罪！」

「あんまりうるさいと、アナタが今回の旅行に誘われて小躍りして喜んでいたのをバラすわよ」

「し、し、し、しとらんげ小躍りなんて！」

「オネエの情報網を舐なめてもらっちゃ困るわ。『宮本サクラに誘われた』『あの子は滅めつ多たにモデル仲間とか誘わないのに』『これはあの子がワタシをライバルとして認めてる証拠』だとか何とか、実家のお母さんに電話で嬉うれしそうに話してたんでしょ？」

「ちょ!?　何でママのことまで知っとるの!?」

「オネエには独自の情報網があるの。まあいいじゃない、ユカリちゃんにとってサクラちゃんはライバルなんでしょ？　どうせタダで助けるつもりはないんでしょうし、彼氏を寝取るなり、サクラちゃんの弱みを握るなり、そっちの活動に集中した方がいいんじゃない？　何ならアタシがアシストしてあげてもいいわ」

「え、ホントに!?　リキヤさんが!?」

「アタシは頑張ってる女の子の味方なの。ユカリちゃんがいつも空回りしながら──もとい、ひたむきに努力しながらサクラちゃんに追いつこうとしている姿、アタシいつも見てるから。できるだけ力になってあげたいな、って思ってるのよ」

「ほ、ほんとですか？　業界の名伯楽、影の目利きと呼ばれてるリキヤさんからそこまで言ってもらえるなんて……」

「まあアタシとしては面白くなりさえすれば満足──もとい、年ごろの女の子たちのキラキラした姿を見られるならそれでいいと思ってるの。一緒に頑張りましょ、アタシのストレス発散のために──もとい、ユカリちゃんの輝かしい未来のために」

「リキヤさーん！」




　……何やら悪巧みしていた。

　会話の細かいところまでは聞こえてこないが、厄介ごとを企たくらんでいるのは確かだろう。




「ねえヒカル」

「なんだいサクラ」

「エスケープするって話だけどさ。それ、今から実行に移さない？」

「旅行が始まる前からエスケープしてたら、それはエスケープじゃなくて単なる別の旅行だよ。まあいいんじゃない？　みんな上機嫌だし、これはこれで楽しいと思うし」

「それはそうかもだけどさあー」




　頭を抱えるサクラだが、ヒカルの言が正論であり、前向きだ。

　理想的な姿からは程遠いが、恋人との温泉旅行にはちがいない。少なくとも二人きりのお泊まり旅行よりは、こんな団体旅行の方がハードルは低かろう。

　己のヘタレっぷりをサクラはちゃんと知っている。変に背伸びして大コケするよりは、このくらいカジュアルな旅行の方がマシだ──元々ポジティブな傾向のあるサクラは、そんな風に自分を納得させるのだった。




　──なーんてことを考えていたのだ。この時はまだ。





　　　　†






　ほどなくして新幹線に乗車。

　一行は目的地へ向けて出発した。

　席順の組み合わせは以下の通り。




　宮みや本もとサクラ＆大おお神がみヒカル（二人席）




　大神珂か子こ＆大神依い真ま＆大神美み來らい（三人席）




　長なが沢さわタクミ＆蒼あお井いユカリ（二人席）




　藤とう堂どうライタ＆剛ごう田だリキヤ（二人席）




「……さすがに空気読んでくれたわね」

　サクラはホッと一息。

「この流れであたしとヒカルが二人席じゃなかったら暴れてたわよ。せっかくの旅行が血みどろの惨事になるところだったわ」

「あっはっは」ヒカルは笑って、「けっこう本気の目をしてるねサクラ」

「そりゃそうよ、さすがにあたしもマジになりますよ。何度も言ってるけど、元々これはあたしとヒカルの温泉旅行なんだから」

「こうやって二人で並んで旅行するなんて、ずいぶん久しぶりだもんね」

「そうよねー。小学校の頃に、ウチのおばあちゃんの家に電車で行ったことあったかな。あれ以来じゃない？」

「あったねー。あの時は大変だったね」

「そ、そうだっけ？」

「サクラが意気揚々と案内してくれたのはいいんだけど、行く先々で電車を乗り間違えたり、道を間違えたり、待ち合わせ時間を間違えたり」

「そ、そんなこともあったかもしれませんね、アハハ」

「あげくの果てに大ベソかいて、そのついでにお漏らしまでして、あの時はホントきりきり舞いだったよね、あはは」

「そういうデリケートな記憶をこういう場で持ち出さないで!?　はいはい、話題を変えましょ話題を。温泉に着いたら最初に何をしたい？　あたしはね、まずは温泉まんじゅうが食べたいな～」

　サクラとヒカル。

　最も自然な組み合わせだけあって、まずは順調な滑り出し。




「……新幹線ね、依い真ま」

「ええ、新幹線ですわ珂か子こ姉さま」

「新幹線で旅行に出発する時、まず最初に何をするべきかわかる？」

「ええわかりますとも」

　ぷしゅっ。

　缶ビールのプルトップを開ける音。

「そうよね。依真は当然わかってるわよね」

　ぷしゅっ。

　缶ビールのプルトップを開ける音、その二。

「何はなくともお酒！　ですわ珂子姉さま！」

「そうよね！　お酒がないと始まらないわよね！」

『かんぱ～い！』

　かこん。

　缶と缶が打ち鳴らされる。

「う～ん美お味いしい！」

「旅行といえばこれは外せませんわよね！」

「新幹線で！」

「昼からビール！」

「人生の堕落！」

「されど人生の快楽！」

「ねえねえ依真、わたしおつまみを買ってきたの」

「まあ素敵。もちろん焼きメザシを買ってくださったのですわよね？」

「当然だわ。それにあたりめと、チーカマと、缶詰と」

「さすが珂子姉さま、的確きわまるチョイスですわ！　わたくし今回、ぎりぎり二十歳という設定にしましたので、がっつり飲ませていただきます」

「見た目的に大人だものね依真は。さあさあ、新幹線に乗っていられる時間はさほど長くないわ、貴重なひとときを存分に楽しみましょう」

「……思うんだけどさー」

　ボヤいたのは三女の美み來らいだ。

「何気にぼくって、損な役割ばかり回ってきてない？」

「あらそうかしら」

「そうだよ珂か子こお姉ちゃん。今回だってぼく、お酒飲めないもん。見た目的にぜったいアウトだから、二十歳以上っていう設定にできないし」

「だけど得している面もあるでしょう。子供料金で映画館に入れたりとか、学割が利いたりとか」

「そんなのちっとも得した気にならないよ～」

「他にもお得な面があるわよ？　たとえばほら、美來はとても若いじゃない。だからお肌なんかもぴちぴちじゃない。わたしはその点、早くもお肌が曲がり角に差し掛かっている雰囲気がなくもないのよ。だから毎日せっせとお肌のお手入れをしているのよ。これはとても手間が掛かることで、わたしは美來の立場がとってもうらやましいわ」

「じゃあ代わってくれる？　ぼくと立場」

「あら、そんなのダメよ。だってそんなことしたらお酒が飲めなくなっちゃうじゃない」

[image: ]

「ほら！　それってつまり珂か子こお姉ちゃんの方が得してるってことじゃん！」

「美み來らい、珂子姉さまを困らせてはダメよ。温泉地についたらたくさん温泉まんじゅうを食べればいいじゃない。だって、美來はどれだけ食べても太らない体質なんだもの。この特性は珂子姉さまにもわたくしにもない、とってもうらやましい立場なのよ」

「じゃあ代わってくれる？　ぼくと立場」

「代わりません。だってお酒が飲めなくなるもの」

「ほら出た！　やっぱりそういう話になるじゃん！　……いいないいな、こうなったら神の権能使っちゃおうかな」

　ノルン三姉妹。

　こちらは思わぬきっかけから姉妹間の不平等が浮き彫りになってしまい、意外にも波乱含みの展開。




「初めましてー♡　蒼あお井いユカリでーす♪」

「どーも。長なが沢さわタクミです。タクミでいいよ」

「あ、ホントですか？　じゃあわたしのこともユカリって呼んでくださいね」

「了解ユカリね。ところで早速だけどアンタに言いたいことあってさ」

「え、なんですか？」

「アンタ確かに可愛かわいいし、いかにもそつなくこなせるデキる女みたいに振る舞ってるし、実際ほとんどの男は手玉に取れるんだろうけど……ぶっちゃけ処女でしょ？」

「しょ、処女ちゃうげ!?」

「別にいいっしょ、ウチら高校一年生なんだし、経験ない方が普通だし。でも『いかにもわたし処女じゃないでーす♪』みたいなムーブされると、ちょっと鼻につくんだよね」

「うぐっ……何この人、初対面で何でこんなに他人のことえぐってくるんやて……遠慮なさ過ぎやが……」

「すまんすまん、遠回しにしゃべるの苦手なんだよ。これから一泊二日の旅行だし、しかも二人席だし、気持ち悪い探り合いするのも面倒っしょ？」

「正論……確かに正論すぎる正論なんですが……わたし苦手かもこの人……」

「そー言わず仲良くしよーぜ。ところでアンタ、大おお神がみヒカルにちょっかい出す気でしょ」

「はて？　何の話ですか？」

「ウチ、そういうのわかっちゃうんだよな。鼻が利くっていうか、勘がいいんで。それにアンタ、サクラに対しても腹に一物もってるでしょ？　おおかたライバル関係だか何かで、友達のフリしてどうにか足を引っ張ってやろうみたいな、そういうこと考えてるタイプ。いるんだよねーたまにそういう子。たいてい自爆してべそかくのがオチなんだけど」

「……ねえタクミさん」

「なに？」

「あなた本業は占い師ですか？　それとも予言者とかスピリチュアリスト？　だったらそっち方面で紹介したい人たくさんいるんだけど」

「あいにくただの女子高生だよ。そんなことよりさ、場合によっちゃアンタの手伝いをしてもいいと思ってるんだけど」

「えっ、何それ？　タクミさんって宮みや本もとサクラの友達なんでしょ？」

「友達だよ。友達だからこそ、たまには裏から手を回すパターンもあると思ってるんだよね。あくまでも場合によっては、だけどさ」

　長なが沢さわタクミと蒼あお井いユカリ。

　こちらも意外な展開。肉食系女子と、自称肉食系女子、果たしていかなるシナジーが生まれるのか。




「初めましてー♡　剛ごう田だリキヤでーす♪」

「いや何でやねん!?」

　こちらも叫び声。

　何となく流れでガチムチ坊主頭と相席になってしまった、藤とう堂どうライタの声だ。

「なぜオレが！　この人と!?　おかしいやん絶対！　美人がこんだけおるのに、なんで男同士でむさ苦しくせなあかんの!?」

「まあまあいいじゃない、みんなしっぽりやってるみたいだし。アタシたちも仲良くしましょ、男同士なんだから気兼ねもないし♡」

「いやいや！　アナタぜったい自分のこと男として見てないでしょ！　そしてオレのことはオトコとして見てるでしょ！　なんか自分で言ってて意味わからんけど！」

「うふふ、アナタってノリがいいわねえ。そういう元気な子、アタシの好みよ。どうかしら今晩？　さっそくアタシと二人で抜け出さない？　たくさん可愛かわいがってあげるわよ♡」





　　　　†






　ごく一部を除き、みんな楽しそうである。

　楽しいは正義。本来の思惑とはだいぶ外れてしまったが、なるほどこれはこれで悪くないものだ。気を取り直し、団体旅行と割り切って楽しむのが今回は正解か。

　そんな風にサクラは考え始めていたのだが、




「ねえサクラ」

「ん？　なによヒカル、ちょっと改まった顔しちゃって」

「唐突だけど、胸元をはだけてもいいでしょうか」

「いやホントに唐突でしょ何言ってんの」

「ちょっと見てもらいたいものがあって」

　そう言って、ヒカルは本当にシャツのボタンを外してしまった。

　新幹線の中である。

　周りの連中はまだ気づいてないとはいえ、これはいかにも──

（えっ、えっ、えっ!?）

　サクラはあわてる。




（えっ、ちょっと待っていきなり何!?）

（まさかこんなところで!?　始めるつもり!?）

（いやいやさすがにそれは！　マズいんじゃないでしょうか！　確かにエロいことしなきゃ世界が滅びるって話だったけど、さすがに！　いやさすがに！）

（とはいえ、順序よくやってくれれば全然ナシってわけじゃないんですよ!?　そう順序、物事には順序が大事なので！　手順さえ踏んでもらえたら、わたしとしてもいろいろ用意ができるといいますか！）

（たとえば今回は温泉旅行！　両親も公認！）

（むしろ何も起きない方が不自然！　むしろ起こさねばならぬ立場！）

（であれば！　予行演習として、ちょっとだけ関係を進めておくのも悪くない選択肢！）

（たとえば？　ギリギリ手を繋つなぐ程度なら？　やってもいいかも？）

（──はにゃぁぁぁぁぁんぅ！）




　ここまでの妄想、およそ一秒。

　しかし手を繋ぐまでの流れにしては、いかにも妙である。

　胸をはだける？　一体なぜ？　まさか全裸になるわけじゃあるまいに。

　果たして『見てもらいたいものがある』とはどういうことか？




「これなんだけど」

「……なにそれ？」




　サクラは眉をひそめる。

　しるしがあった。

　印しるし？　それとも徴しるし？

　紋のようなアザ？が、ヒカルの胸に浮き出ている。




「どっかの国の文字？　みたいに見えるけど」

「うん。そんな感じだよね」

「そんな感じって他ひ人と事ごとみたいに言うけど。ヒカルが自分で書いたんじゃないの？　流は行やりのタトゥーみたいな感じで」

「ううん、ちがうよ。気づいたらいつの間にか出てた」

「そうなの？」

　まじまじと胸のしるしを見つめるサクラ。

　それから「うーん」と考え込んで、

「それってさー、ルーン文字っぽく見えない？」




　ルーン文字。

　かつてゲルマン系諸族が用いた、古代文字の一種。

　ゲルマン系といえばすなわち北欧系であり、北欧神話との縁も深い。




「だよね」とヒカル、「ルーン文字っぽいよね」

「第四かな」とサクラ、「ルーン文字の四番目、アンサズ。神様を意味する形」

「アンサズじゃなくてアンスールじゃなかったっけ。意味は言葉とか知恵とか」

「うーん。ルーン文字って、意味も読み方も解釈もいろいろあるし。何がどれだったか、いまいち憶おぼえにくいよねえ」




　とはいえ詳しい。

　詳しい理由は簡単、調べたからである。

　三姉妹が登場し、北欧の女神を名乗った後、ヒカルとサクラはすぐさま勉強したのだ。

　北欧神話とは何か？

　北欧の神々とは何か？

　その過程でルーン文字のことも知った。この二人、こんななりではあるが頭は悪くないのである。高校でも所属はＡ組、堂々たる進学クラスだ。




「ねえヒカル。そのルーン文字ってさー」

「うん」

「ちょっとカッコよくない？」

「うん。ちょっとカッコいいよね。胸の真ん中にズバッー！　と浮いてて」

「だよねだよね。ちょっとカッコいいよね」

「カッコいいけど、なんだかちょっと不安になります」

「わかる。ちょっと三姉妹に聞いてみようか」




　判断が早い。

　ちなみにこの後、ふたりはすぐに知ることとなるのだが。

　ヒカルの身体からだに浮き上がったルーン文字は、世界の危機そのものである。

　つまり近いうち世界に危機が訪れる。比喩や冗談ではなく、一歩間違えれば現世が消滅してしまう危機が──ラグナロクを引き起こした巨人の復活が、目前に迫っている。





　　　　†






　温泉旅行。

　神々の生まれ変わりたち。

　女神ノルンの秘密、神話と現代をつなぐ恋の行方。




　様々な思惑を乗せて、列車は黙々と進んでいく。






あとがき









　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。新作『宮みや本もとサクラが可愛かわいいだけの小説。』の第二巻をお届けいたします。





　　　　†






　新作の書き始めはいつだって苦労するものですが、続きを書くのだって常に苦労するもので、ところがこのシリーズはそのパターンからちょっと外れています。

　なぜならこれは『宮本サクラが可愛いだけの小説。』。コンセプトさえ外さなければ間違いない──というわけで、今回もサクラの可愛いシーンをたくさん詰め込みました。お楽しみ頂ければ幸いです。




　……とはいえ、本当に『可愛いだけ』で小説を成立させるのは難しく、伏線を張ったり、起承転結を考えたり、必ずしも楽ばかりできるわけじゃありません。『ひたすら可愛いだけを詰め込んで、なるべく楽をして本を出す』という隠れコンセプトもこのシリーズにはあったのですが、その目論見は早くも潰えました。というか一巻の三話目ぐらいからすでに潰えていました。

　やはり労働は汗水流してナンボ、ということでしょうか。

　がんばって頭を悩ませつつ、これからも続きを書いていこうと思います。





　　　　†






　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。





２０１９年吉日　鈴木大輔







番外編







　宮みや本もとサクラと大おお神がみヒカルが正式に交際する前のこと。

　まだふたりが中学生だった頃の話。





　　　　†






（今日こそ告白！　します！）




　サクラは決意を固めていた。

　十四歳の夏である。

　夏といえば夏休み、夏休みといえば恋の季節。

　クラスメイトたちは長いバカンスに向けて、気になる誰かさんとのアバンチュールの構想に余念がない。やれ海に行くだの、花火に行くだの、祭りに行くだの。女子トークで大盛り上がりだ。

　うらやましい。

　海も花火も祭りもサクラは毎年行っている。相手はヒカル、ずっと好きな相手だ。本来なら文句のあろうはずもないのだが、

（なぜならあたしのポジションが！　未いまだに単なる幼なじみだから！）

（いったい何年片思いか、って話ですよ！　そろそろ何とかしないと！　ぼやぼやしてると高校生になっちゃう！）




　というわけで冒頭の決意である。

　告白し、そして結ばれる。ミスは許されない。

『ヒカル好き！　付き合って！』

『いやー。僕はそういう感じでもないなあ。ごめんね』

　みたいな流れになったら立ち直れない。だってお隣さん同士だし。今でも毎日いっしょに中学校に通ってるから、気まずいことこの上ないだろう。

　失敗しないためにはどうすればいいか？

（何はなくとも根回し！　だよね！）

　現実的だ。

　情報を集め、地固めを確実にこなし、心こころ許もとない可能性を１００％に近づける。これぞ王道、清く正しい女子中学生のコイカツ（恋愛活動）であろう。





　　　　†






　というわけで実践あるのみ。

　学校からの下校途中。ヒカルの異性事情について調査を開始する。




「ねえねえヒカル」

「なんだいサクラ」

「ヒカルってさ、最近どう？」

「いい感じだよ。夜はよく眠れるし、朝はバッチリ起きれるし。勉強も問題ないし、友だち付き合いも上う手まくいってるし、時間があれば本を読んでるし。強いて問題があるとすれば、父さんと母さんがまた海外に出かけることかなー。まあ昔から家に居ることが少ない人たちだったから、今さら気にしないけど」

「いやそういう話じゃなくて」

「というと？」

「いやほら、そろそろ夏じゃない？」

「うん夏だね」

「夏といえば……さ。色々あるじゃん？　ほら、あたしたち中学生なんだし」

「ああそうだね、来年は受験だね。そろそろ進路を考えておかないとね」

「うぐっ、嫌なこと思い出させるわね……確かに来年の夏は受験勉強に追われることになるかもね……でもそうじゃなくて」

「そうじゃなくて？」

「ほら、あたしたち中学生で、もうけっこう大人で、大人だったらこう、大人の事情ってものが発生するわけじゃない？」

「ああそうだね、進学先によっては親に負担も掛かるしね。下宿するなら今のうちに先のことも考えておかないとだね」

「うんうんそうよね、お金の掛かる私立もあるだろうし、今のうちにパパとママに相談しておいた方がいいわよね……って、下宿って何!?　ヒカルどっか行っちゃうつもりなの!?　東京から離れて!?」

「そういう選択肢もあると思うよ。高校ではそうならなくても、大学でそうなることもあるだろうし。大学でそうならなくても、いずれ親元は離れることになるだろうし。土壇場になって迷ったりするよりは、今のうちに考えておいた方がいいよね」




　寝耳に水だ。

（さすがはヒカルよね！）

　驚きながらもサクラは感心する。そこまで先のことを考えているとは、なかなか天あつ晴ぱれではないか。中学生なのにしっかりしている。今日までそのことを話してくれなかったのは気にくわないが、さすがはヒカルと感心できるのは素直に嬉うれしい。

（とはいえ喜んでばかりもいられない！）

　だって、それじゃ告白どころではなくなってしまうではないか。告白してＯＫされて付き合い始めたとしても、遠距離恋愛じゃ喜びも半減だ。ヒカルを追いかけて自分も東京を離れるべきか？　両親は果たして認めてくれるのか？

（……いやいや。まずは目の前のことでしょ）

　先のことがわからないからこそ、できることからコツコツと。

　先を見据えすぎては足元がおろそかになる。十年先の未来より十秒先の現実。今日を積み重ねた先に明日は来るのだ。

　というわけで方針に変更なし。

　いきなり寝耳に水だったが、ヒカルの異性事情について調査を再開する。




「えーっとさ、話を戻すけどさ。ヒカルって最近どう？」

「その質問はさっき答えたけど」

「つまり具体的に言いますとですね、近ごろ仲のいい女の子とかいるのかなー、とか。ほらあたしとヒカルって、クラスが別々じゃない？」

「別々だね。そして教室棟も別々だね」

「そうなのよ！　だからね、こうして一緒に登下校する時ぐらいしかヒカルの情報が入ってこないのよ！　ウワサ話ぐらいしか聞こえてこないのよ！　しかもヒカルって地味キャラだからウワサ話さえ届いてこないし！」




　半分嘘うそである。

　大おお神がみヒカルが地味キャラなのは間違いないが、近ごろちょっと気付かれ始めている気配があるのだ──彼が掘り出し物の物件だという事実に。

　実際、ヒカルはスペックが高い。

　第一に頭がいい。テストの成績は上の中ぐらいだが、ろくに勉強もせずにその成績だ。授業中は寝てるし宿題は提出した例ためしがない。本気を出して勉強したら、たぶんノーベル賞を狙える器だとサクラは思う。

　第二に運動神経がいい。運動部に所属してないから目立たないが、短距離走も長距離走も成績は上位。体育の授業も飄ひよう々ひようとして人並み以上にこなす。本気を出して練習したらどんな種目でもオリンピックを目指せるとサクラは信じている。

　第三に見た目がいい。身長は大して高くないが──サクラと大して変わらない──細身でシュッとしていて清潔感がある。身長は高ければいいというものではない。『大男、総身に知恵が回りかね』という揶や揄ゆもある。

　顔はまあ、好き好きだろう。サクラは格かつ好こいい顔だと思っているが。

　……と、いうわけで。

　以上の理由から、ヒカルにちょっかいを出す誰かがいつ出てきてもおかしくない状況なのだ──と、サクラは思っている。少なくとも彼女の中ではそうなっている。

　実際サクラは見たことがある。

『大おお神がみくんってさー、意外と悪くなかったりしない？』

　みたいなことを言ってるクラスメイトの女子を。

（これはピンチですよ！）

　湧き上がる危機感。

　身を焦がす焦燥感。

　考えてみれば、中学校なんて動物園と同じである。

　男子も女子もサルと変わらない、辞書を引いて保健体育関連の用語を見つけてはキャッキャしているような年ごろだ。こことあそこがくっついた、誰々さんが誰々くんに片思いしてる、みたいな話も毎日のように聞こえてくる。

　明らかに危機的な状況。

　エマージェンシー発令、緊急出動。

　というわけで、サクラもチキンながらも腰を上げたというのが今回の流れなのだ。

　まあ一度しかないのだけど。ヒカルのことをウワサしている女子を見かけたことなんて。

　一度しかないけど死活問題なのである。それが女子中学生なのである。




「というわけで！　近ごろ仲のいい女の子とかいるの!?」

「うんいるよ。サクラだけど」




　いやっほい！

　思わず出てしまうガッツポーズ。

（そっかそっか！）

（仲がいいのはあたしなのね！　そういう認識なのね！　いいじゃんいいじゃん！）

　これにはサクラもご満悦。試合中だったらチームメイトとハイタッチを交わしているところだ。部活には入ってないけど。

　でもちょっと待った。

　大おお神がみヒカルの女性関係を探る、その目的はまだ達成されていない。これほどの掘り出し物が放っておかれるはずもなく、必ず悪い虫がついているはずだ。たわわに実った稲穂に群がるイナゴのように。




「ま、あたしと仲がいいのは必須として」

「必須なんだ」

「あたし以外にもいるでしょ？　仲のいい子」

「どうかなー。いないと思うけどなー」

「いやいやだってお年頃だし。誰かいるでしょ、ひとりぐらいは」

「うーんホントにいないんだけどね……でもそうだな、確かにサクラの言う通りかもね。僕らってお年頃だし、そういう相手がいたっておかしくないよね。仲のいい女の子とか、真面目に作ってみようかなー」




　ＴＨＥ・ヤブヘビ！

　絵に描いたような逆アシスト！

　選択肢つきのシナリオゲームであれば、確実にバッドエンドのルートである。もちろんそんな展開は天地がひっくり返っても許されない。たとえ神が許してもサクラが許さぬ。

　というわけで、




「話題チェーンジ！」

「チェンジなんだ」

「えーっと、えーっと……そう、さっき言ってた話！　ヒカルって下宿するつもりなの？　高校生になったら？」

「決めてるわけじゃないけどね。可能性はあると思ってるよ、進路によっては」

「いやー……まだちょっと早いんじゃない？　あたしらの年齢からすると」

「そこまで早いこととも思わないけどな、高校生でひとり暮らしするって。実際やってる人もたくさんいるし、僕にできないこととは思わないし」




　おっしゃる通りだろう。

　そもそもヒカルには能力がある。炊事も洗濯も掃除も彼はできる（これまたスペックの高いところ！）。確かにその気になればいつだってひとり暮らしはできる。




「ていうか海外もあると思うけど」

「海外!?」

「うん。アメリカあたりで留学とか」

「そそそそれはいくらなんでもステップアップが早すぎるんじゃない!?　ひとり暮らしって日本での話だと思ってたのに！」

「日本じゃなきゃいけない理由もないでしょ。生まれた国でずっと暮らして、たくさん勉強して、いい学校に入る──それもありだと思うけど、それだけが人生じゃないわけだしさ。わざわざ言うまでもない、当たり前のことだけど」

「そ、それはそうかもだけど」

「さっきサクラも言ってたでしょ？　僕らは中学生で、もうけっこう大人だから。大抵のことは自分で決められる。わりと僕はボンヤリ毎日を過ごしてる方だと思うけど、そろそろいろんなことを考えていかなくちゃね」




　ヤブヘビどころじゃなくなってきた。

　まさかこんな話の展開になるとは、露ほども思ってなかったサクラである。気になる女の子の話はどうでもよくなり、告白なんて宇宙の彼方かなただ。

　もしかすると近い将来、ヒカルと離れ離れになるかもしれない。

　彼はどこか遠い場所へ行き、これまでみたいにずっとそばに居るつもりだったサクラは取り残される。なんだかんだでスペックの高いヒカルはいつの間にか手の届かないところに登り詰め、どこぞの外国で起業でもして成功し、その隣には見知らぬ金髪美女が幸せそうな顔でヒカルと腕を組んでいる。

　そんな想像がよぎる。

　ちょっと涙目になってきた。

　そんなのは──そんなのは、困る。




「もちろん、普通にサクラと同じ高校に進学する可能性もあると思うけど」

「ぜひそうしてください！」

「うん。そうなるといいね」





　　　　†






　この日はそれでお終しまいになった。

　これ以上話をつつくと、ヤブヘビを通り越してヤブ大蛇になりかねない。

（でもそうよね。そうだよね）

　帰宅してサクラは考える。

　これまで真面目に考えてこなかった。そもそも考える機会さえなかった。

　宮みや本もとサクラと大おお神がみヒカルが、別々の道を進む未来。

　そんな可能性もあり得るのだ。むしろそちらの可能性の方が高いのだ、世間一般の感覚からすれば。

　考えてみるがいい。

　生まれてからずっと一緒だったお隣さんの幼なじみ。

　きっと世の中にそういう関係はたくさんあるだろう。だけどそんな関係のふたりが結ばれた例がどれだけあるというのか。少なくともサクラは記憶にない。正式に恋人として交際する、ぐらいまではきっとある。だけどその先は？　高校に入って大学に進んで社会人になった先は？　めでたく結婚まで至ったとして、さらにその先は？

　自分とヒカルは他とは違う──そんな幻想を抱いていたけれど、どこにそんな根拠があるというのだろう。ずっと仲はいいけれど、気持ちを確かめ合うこともなければ、まして彼氏彼女の関係ですらないというのに。

　ヒカルだって人間だ。気持ちが揺らぐことだってあるだろう（自分に限ってそれはない、と確信しているけど）（それだって根拠を示せと言われたら返答に困るけど）。この先、とんでもなくスペックの高い女性が彼の周囲を埋め尽くす、そんな未来が訪れたとしたらどう立ち回ったらいいのか。引くつもりはカケラもないにせよ、強力なライバルたちと戦える力が、はたしてサクラにあるのだろうか。

（そうじゃなくてもヒカルだもんなー）

　長い付き合いだからわかる。

　昼ひる行灯あんどんの典型、一見すると御しやすそうに見えるのだが。その印象はまったくの的外れ、ある日いきなり突拍子もないことをしでかす、びっくり箱みたいな性質を持ち合わせている。今日の出来事がまさにそれだ。きっとヒカルは遠くない先、どこか遠いところへ行ってしまうだろう。それ自体はいい。サクラも一緒についていけばいいのだから。でもそれだって、いつも望みが叶かなうとは限るまい。




（どうしよう？）

（あたしにできることは何？）




　大おお神がみヒカルは一風変わった少年だが、宮みや本もとサクラも負けてはいない。

　この日、彼女は自分の置かれた立場の脆ぜい弱じやく性せいに気付き、真剣にそれと向き合った。

　一晩考えた。徹夜で。

　宿題をすっぽかし、両親に話しかけられても上の空。

　歩けば柱におでこをぶつけ、お風呂に入れば溺れそうになりながら、ない知恵を絞って彼女は考え抜いた。

　そして翌朝。




「ねえパパ」

「なんだいサクラ。昨日はずいぶん悩んでいたみたいだけど、大丈夫かい？」

「こないだのモデルの話なんだけど」

「モデルの話？」

　サクラの父、宮本タツヤは首をひねる。

　本気で心当たりがない、という顔をすることしばし、

「──ああ、ああ。あれか。だいぶ前に言ってた」

「うん。どこかの事務所の社長さんがあたしに目を付けて、娘さんを僕に預けてください、ってパパに土下座したやつ」

「あーいや、あれは笑い話の冗談のつもりだったんだが？　サクラが受ける気がないのはわかってたし、まあ父親の欲目というか、ウチの娘が芸能界のお目にとまった、ということを自慢するための──」

「あれ、やります。モデルやりますあたし」

「いや断ったよあの話は。事務所の社長さんはずいぶん落胆してたけどね。サクラだって一も二もなく首を横に振ってたじゃないか」

「いいからとにかくやります。やらせてください。社長さんにはあたしから土下座してもいいから」

「うーん……正直、パパはあまり気乗りしないんだが」

　難色を示す父。

　それでも食い下がるサクラ。

　冗談半分とはいえ自分から言い出したこと。父も最後には折れた。

「わかった。そこまで言うなら話を通しておく。好きにやってみなさい」

「やった！　ありがとパパ！」

「でもどういう風の吹き回しなんだい？　モデルの仕事をやることで、サクラはいったい何をしようとしてるんだ？」

「んーとね……」

　父に訊たずねられ、サクラは一考するそぶり。

　やがて彼女は白い歯を見せて快活に笑って（それを見た父は『やはりモデルをやらせて正解だったかもしれない』と思い直した）、宣戦布告する戦国武将みたいに勇ましく、こう言ってのけたのだった。




「オンナの武器を磨くため！　かな♪」




[image: ]


　　　　†






　それからしばしの後。

　サクラは短期間のうちに頭角を現し、あっという間に一流と呼べるだけのモデルに成長していった。

　依頼が殺到し、レッスンにも人一倍真面目に取り組むサクラをみて、事務所の社長は自分の目に狂いがなかったことに小躍りしたが──せっかくの金の卵には羽化して業界に羽ばたく意思がないと知り、二度目の落胆を味わうハメになったという、そんなお話。

[image: ]





電子書籍特典　書き下ろし短編

サクラちゃんもしかしてシリーズ

【もしも宮本サクラがもっと積極的でエッチな性格だったら】

第一話（if）








　宮本サクラは大神ヒカルとお風呂に入っている。





　　　　†






「はふんっ。あ、そこ敏感なところ……」

　お風呂場に甘い声が響いた。

　声の主は宮本サクラ──ではない。

　大神ヒカルである。




「あー気持ちいいー……サクラ、めちゃくちゃ上手だね」

「ふっふーん、そうでしょそうでしょ？」

　絶賛されてサクラはご満悦である。

　何を絶賛されたか？

　それはボディウォッシュである。日本語に直訳すると洗体である。

　ふわふわに泡立てた石けんをヒカルの背中にたっぷり塗り、絶妙な力加減で汚れを落としてリフレッシュするのである。

　スポンジを使って──ではない。

　サクラご自慢の大きな胸を使って、である。




「それにしても気持ちいいなあ……サクラの胸が、とても大きくて柔らかくて」

「へへーん。そうでしょそうでしょ？」

「とにかく弾力がいいんだよね、弾力が。柔らかいんだけど柔らかすぎなくて、すべてを包み込んでくれるみたいな……なんだろ、強さと優しさが同居してるっていうか？　まるでどこかのヒーローみたい」

「あはは何その感想！」

「ちなみにこんなテクニック、どこで覚えたの？」

「がんばって女性週刊誌とか読んで覚えました！　すっごい過激な特集記事とか載ってるのよね、あの手の雑誌って」

「うーんなるほど。誰かを実験台にして練習したわけじゃないんだ？」

「んもー、そんなわけないでしょ！　こんなことするの、ヒカルにだけ！」

「あははごめんごめん。そっか、がんばってくれたんだ」

「うん！　ヒカルに喜んでもらいたくて、恥ずかしかったけどあたしがんばった！　ほめてほめて！」

「うんうん。えらいえらい。いやーそれにしてもホント気持ちいいなあ」

「えへへー……ところでさあヒカル」

「ん？」

「それだけ気持ちいいってことはぁ、元気になっちゃってるんじゃないの？　えい」




　サクラの手がヒカルの股間をまさぐる。

　ヒカルは「ひゃんっ」と声を上げて身もだえする。




「わあすごい！　ヒカルのこれ、固くて大っきい！」

「いやー。お恥ずかしい限りです、はい」

「あたしのせいでこんな風になっちゃったのかな？　かな？」

「うんうん。サクラがとっても上手だからさ」

「むふふ。じゃあ責任取ってぇ、あたしがヒカルをスッキリさせてあげないと、ね？」

「はいお願いします。その代わりと言っちゃ何だけど……お風呂からあがったら、今夜は寝かさないよ？」

「きゃーっ！　ヒカル素敵！　そういうことならあたしも張り切ってサービスする！」





　　　　†






　……以上。

　ヒカルとサクラの間で近ごろ毎日のように繰り広げられている濡れ場の、ほんのワンシーンをお送りしました。

（註：これは『サクラちゃんもしかしてシリーズ』です）


















宮本サクラが可愛いだけの小説。２
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